
〃

国際医療協力　７月号‐1997年７月2白日発行（毎月１回28y日発行卜1995年t1月27日　端座種=廳便物一司

国際医療膿力

vol20 N0.7 1997

7

イラン震災緊急救援プロジ=エクト

llMDS



ＡＭＤＡへのご支援を!

国際ボランティア・ダイヤル
　　　　　ご自宅からできる国際貢献にあなたも参加しませんか。

　　　　国際協力・ボランティア活動等、日頃からやってみたいと思うけれど、

　　　　　　　　参加方法がわからない、情報がない‥‥という方、

　　　　　　　また｢ボランティア｣という言葉は聞いたことがあるけれど

　　　　　自分が参加することはあまり考えたことがなかった‥‥という方。

ご自宅や事務所からおかけになる国際電話を通じて国際協力活動に参加してみませんか？

　　　　　　　　　　｢001(KDD)｣で国際電話をおかけになると、

　　　　その国際電話料金に応じてKDDから｢ＡＭＤＡ｣に対して資金協力され、

　　　　　　その資金は｢ＡＭＤＡ｣の国内・海外の人道援助活動費用として

　　　　　　　　　　　　　有効に使わせていただきます。

　　　　　　　　　　※登録料や基本科等は一切かかりません。

　　　　　　　　　　　　お問い合わせ先:AMDA本部事務局TEL:086-284-7730

たとえばニューヨークヘ､ダイヤル直通。

001 －1 －212 －先方の電話番号
省いて下さい。
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詳しくはKDDのオペレータがご案内します｡お気軽に､局番なしの0057(24時間･無料)へどうぞ。
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○インド連邦カルナタカ州無医村

　地区巡回診療プロジェクト　1988年

＠ネパール王国ビスヌ村地域保健医療

　プロジェクト　巡回診療のみ継続中

　　　　　　　　　　　　　　　1991年

＠在日外国人医療プロジェクト

　　(東京･大阪)
　1991年４月17目に

AMDA国際医療情報

センターを設立。 93

年５月より(財)東京

都健康推進財団の外

国人医療関連事業の

委託もうける。在日

外国人を初めとする関係者からの医療に関する電話

相談、受け入れ医療機関の紹介などを実施。

○イラン国内クルド湾岸戦争被災民救

援プロジェクト

･ピナツボ火山噴

プロジェクト

1991年

＠ピナツボ火山噴火被災民救援医療

1991年

＠エチオピア・チグレ州難民救援医療

　プロジェクト

＠バングラデシュ・ミャンマー

　難民緊急医療プロジェクト

＠ネパール国内ブータン難民‘

　緊急医療プロジェクト

　1992年５月よりネパー

ル支部により活動開始。

現在難民と地元ネパール

人民双方を診療する第二

次医療センターとしてそ

の地の基幹医療機関の役

割を果たしている。

1992年

1992年

＠カンボジア地域医療プロジェクト

　1992年より、プノム

スロイ群病院の支援を

開始。近辺の村を予防

接種、蚊帳の無料配布

プロジェクトを実施。

●ネパール・タンコット村眼科医療＆

　母子保健プロジェクト
　1992年よりカトマン

ズ近郊のタンコット村

で眼科検診・診療と母

子保健を中心に据えた

総合地域保健プロジェ

クト開始。

●インドネシア・フローレス島大震災

　救援医療プロジェクト　1992年12月

＠ソマリア難民緊急援助医療

　プロジェクト

　1993年1月よりケニ

ア､ジプチ､ソマリア本

国難民救援医療活動を

｢アジア多国籍医師団｣

として開始。

●ジブチ産婦人科病院人材育成

　プロジェクト 1993年

●ネパール・バングラデシュ大洪水被

　災民緊急救援医療プロジェクト1993年

●タイ国チェンライAIDSプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　1993年

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●
●
● 　　　　アジア多国籍医師団

1993年５月22目に創設。アジアの自然災害や
●　1ﾉﾉJTJjjﾑZd一一I SglRAO j f J -J ●--.･,●･-ゝ●p哺¶

●難民などの緊急時に俊敏に対応できる全支部か

・ら（15ケ国）から構成されたＡＭＤＡの緊急救援
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●インドボンベイ周辺地域保健医療

　プロジェクト

　1993年10月のソラ

プール地震被災者巡回

診療の後をうけての整

形外科診療・知能障害

児早期発見・防止医

療、高齢者・母子医

療、エイズ防止教育の

各プロジェクトを1995年４月より開始。

●カンボジア精神保健プロジェクト

　　　　　1994年より、プノ

　　　　ンペン市内のシアｆ　●

ヌーク病院で、カン

　　　　ボジア国内初の精神

　　　　科病棟を設置。病院

　　　　スタッフのトレーニ

　　　　ング、薬剤の提供を

　　　　行っている。

･憚●

＠インドネシアスマトラ島南部地震

　救援医療プロジェクト　　1994年2月

＠モザンビーク帰還避難民プロジェクト

　1994年２月よりモ

ザンビーク南部カザ

州において開発医療

活動を行っている。

１旧ユーゴスラビア日本緊急救援

　NGOグループ援助プロジェクト

　1994年６月より日

本緊急救援NGOグ

ループ（JEN）の活動

として、クロアチア、

セルビアにおいて、

緊急医療、生活改善

指導、職業訓練、教

育、物資援助などの多方面にわたる援助を行う='。

●ネパール・タメル地区ストレートチ

　ルドレン診療プロジェクト　1994年2月

＠ルワンダ難民緊急救援プロジェクト

　1994年５月より、北

部ガラマ難民キャンプ

で、ルワンダ難民を対

象に緊急救援プロジェ

クトを開始。

　　　撮影　山本前文氏

＠ルワンダ難民

　プロジェクト

緊急救援ゴマ

　　　　　1994年8月

ｅルワンダ難民緊急救援ブカブ

プロジェクト 1994年８月

＠ルワンダ国内病院再建プロジェクト

　ル・トンド診療所

(ルワンダキガリ市)

国内避難民、住民を対

象に94年10月より支

援活動を開始。

＠タイHIV患者カウンセリング

プロジェクト 1994年10月

eJlcAフィリピン・ターラック州家族

　計画母子保健プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　1994年10月

Φ阪神大震災緊急救援プロジェクト

　1995年1月神戸市長

田区において地震被災

者に対する緊急援助活

動を実施。

●JICAザンビア保健医療プロジェクト

　　1995年4月

●インド地域医療プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年4月



●チェチェン難民救援プロジェクト

　１９９５年４月より

（JENの活動として）ロ

シアのイングーシ、

チェチェンにおいて、

救急医療および子供の

ための予防接種プロ

ジェクトを開始。

●サハリン大震災緊急プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　1995年5月

●スーダン国内避難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年

●アンゴラ帰還難民プロジェクト

　1995年ア月よりア

ンゴラヘの難民帰還を

促進する為、北部ザ

イール国境付近の病院

を再建する。

＠タイ　アニマル・バンクプロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年7月

Φ北朝鮮大洪水救援プロジェクト

●ミャンマー地域医療プロジェクト

　1996年３月、ABA、

MISとの協力で浄水器

一台をメティーラ市の

カンナジョン寺院に設

置。救急車も贈呈。地

域の衛生状態の改善、

地域医療活動を行う。

●ＩＮＮＥＤ(緊急救援と開発のための国際

　NGOネットワーク)プロジェクト

　1994年10月、岡山国際貢献ＮＧＯサミット時に設

立される。インドネシア、バングラデシュ､フィリピ

ン､ボリビア､ブラジルでは緊急事態対応体制と称し

て、NGOによる相互理解と相互支援のネットワーク

作りを開始した。

●中国雲南省緊急救援プロジェクト

　　1996年１月に発生

した大震災緊急救援の

ため、医薬品や生活物

資を送る。更に、医師

ら数名を派遣した。

　●

1995年9月　　＠中国四川省雪害緊急救援プロジェクト

ｅインドネシアスマトラ島大震災救援

プロジェクト 1995年10月

＠メキシコ大震災緊急救援プロジェクト

　1995年10月に発生

した大震災緊急救援の

為医薬品と圀卵ら４名

を派遣

1996年２月

Φインドネシアビアク島大震災緊急救

　援プロジェクト
　1996年２月ビアク島

でM8.0の地震が発生。

インドネシア支部よ

り、Dll2名、日本支部

より調査員１名派遣。

抗生物資、生活物資を

送った。

＠フィリピン台風被害救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　1995年10月　　●中国雲南省趙君支援プロジェクト

＠インドネシア中央スラウェシ島地震

救援プロジェクト 1996年

●インドネシア・ジャワ島地域医療

プロジェクト 1996年

＠中国雲南省小学校再建プロジェクト

●中国雲南省診療所設置プロジェクト

　　　　　　　　　　　　1996年3月
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＠中国新彊ウイグル自治区地震緊急
プロジェクト 1996年3月

・中国四川省チベット族ヘルスポスト

プロジェクト 1996年4月

＠モザンビーク地域総合振興

　プロジェクト（ガザ州）

●ケニアヘルスセンター支援

　プロジェクト

ｅレバノン被災民緊急救援

　プロジェクト

ｆ　●　４月I1日イスラエル

　　　　はレバノン南部に無差

　　　　別砲撃を開始した。避

　　　　難民救済のために、緊

　　　　急救援チームを派遣し

　　　　た。

1）●

＠バングラデシュ・サイクロン緊急

救援プロジェクト

　５月13日発生した竜

巻による被災者救援の

ため医薬品と医師、看

護婦、調整員を派遣し

た、

1996年5月

＠ウガンダ地域保健プロジェクト

●ボスニア難民枝災民救援

　プロジェクト

　1996年１月よりサラ

エ水、ゴラジュデ、

八二ヤルカにおい

て、病院再建、医療

技術支援などの活動

を実施。

1996年6月

＠中国貴州省大洪水緊急救援
プロジェクト

＠UNVロシア連邦サハ
　プロジェクト

共和国医療協力

　　　1996年7月

＠メコン川流域（ベトナム.・カンボジ

　ア・ラオス）大洪水被災者緊急救援
プロジェクト

　9月半ばよりメコン

川の水位が増し大洪

水が発生。洪水の被

災者救済と感染病予

防のため緊急医療

チームを派遣した。

1996年10月

＠ケニア赤痢緊急救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　1996年11月

＠インド・サイクロン緊急救援

プロジェクト 1996年11月

＠ルワンダ難民救援プロジェクト

　　　　　　　　　　　　　　　1996年11月

⑤ボスニア医師専門技術研修

プロジェクト

サハ共和国医
プロジェクト

1996年11月

＠サハ共和国医師専門技術研修
1996年11月

1996年7月

　　　　　　　ＡＭＤＡ概要

【理念】Better Quality of Life for a Better Future

【沿革】1979年タイ国にあったカンボジア難民

キャンプにかけつけた一名の医師と二名の医学

生の活動から始まる。

【現状】アジアの参加国は18ヶ国。会員数は日

本約1､500名、海外約200名。世界各地で種々の

プロジェクト、フォーラムを実施中。

【入会方法】郵便振替用紙にて所定の年会費を

納入して下さい。

　　　　　　　・医師会員　15､000円

　　　　　　　・一一般会員　10､000円

　　　　　　　・学生会員　ﾌ､500円

　　　　　　　・法人会員　30､000円

　　　　　　　・賛助会員　2､000円

　会費は入会の月より一年間有効です。入会の

月より、毎月会報を送付します。賛助会員には

「ＡＭＤＡダイジェスト」をお送りします。

　　　●振込先　郵便振替口座

　　　　　　　　　口座名義　ＡＭＤＡ

　　　　　　　　　口座番号　01250-2-40709
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　広島県､AMDA、（財）ひろしま国際センター共催のＮＧＯ専門家の養成講座である［ＮＧＯ

カレッジ講座］が平成９年７月５日から１１日までの１週間にわたって広島国際協カセン

ターで多数の専門家のご協力によって無事終了したことに対して関係者の方々に厚くお礼を

申し上げたい。同時に全国から多数の応募があったにもかかわらず60名の方にしか参加の

機会を提供できず､熱意あふれる方々にお断り申し上げたことを心からお詫び申し上げたい。

　「市民の平和学」としての「地域おこしと国際貢献」を実践するための必要な知識と経験

についてわが国のトップクラスの方々に講義のみならず､講義後は参加者との質疑応答に加

えて交流をしていただいた｡参加者の世界の人道援助活動に参加したい気持ちがひしひしと

感じられた｡この気持ちに答えるために下記の６つのアクションプロジェクトが用意された。　ｅ●

　１）ジプチのソマリア難民プロジェクト　　難民キャンプでの地域・保健医療

　２）パレスチナ・ガザ地区における保健医療センター

　３）フィリピン女性自立のためのプロジェクト　　マイクロクレジット・職業訓練

　４）カンボジアのデイケアーセンター　　子どもの識字・保育教育（給食）

　５）ネパールのブトワール市でのＡＭＤＡ子ども病院設立と運営、養護学校設立と運営

　Ｏペルーにおける国際協力　　JICA ・広島県･ＡＭＤＡとの官民協力のプロジェクト

　ただし、参加者の間にも知識と経験に差があることも明確になった。次回のＮＧＯカレッ

ジ講座はすべての参加者の意欲を満足させる必要がある。どうすればよいのか｡答えとして

初級､中級そして上級の３クラスに分けることを考えている。このクラス分けの前提は現在

のNGO/NPO活動に対するスポンサーである。それぞれのスポンサーのNGO/NPOに対す

る知識と経験には要求度が異なる。即ち、下記の如くである。

　１）初級コース郵政省国際ボランティア貯金

　２）中級コース外務省ＮＧＯ助成金

　３）上級コースJICA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、i●

　以上のコースにふさわしいカリキュラムとアクションプランを関係者と用意したいと考え

ている。いずれにしても「市民の平和学」としての「地域おこしと国際貢献」に関心のある

ＮＧＯ／ＮＰＯの受け皿として日本ＮＧＯ／ＮＰＯ協議会（JANAN:JAPAN ASSOCIATION OF

NGO AND NPO）を今秋には発足させ、ＮＧＯカレッジ講座と連動させる予定である。

　上級コースのJICAとの連携はJICA一地方自治体－ＮＧＯの３者連携による「国民参加型

ODA」をめざすことになる。具体的にはJICA中国センター、広島県とＡＭＤＡの３者連携に

よる開発型（貧困と健康）プロジェクトヘの参加という形式になる。

　JANANは外務省／ＮＧＯ定期協議会や郵政省国際ボランティア貯金／ＮＧＯ定期協議会に

積極的に関与して「市民の平和学」としての「地域おこしと国際貢献」に関心のある､ＮＧＯ／

ＮＰＯの育成とともにそれぞれの実力に応じた海外プロジェクト実施を推進することを支援

することになる。参加団体はすでに百団体を突破する予定である。 JANAN は「多国籍アク

ションネットワーク」としての性格を生かすためにすでにＡＭＤＡと密接な連携活動してい

６　国際医療協力　vol.20　N0.71997
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る世界のローカルNGOのネットワークであるINNED（INTERNATIONAL NETWORK OF

NGOS FOR EMERGENCYAND DEVELOPMENT）をパートナーとしてプロジェクトを実

施することになる。「地方から世界へ」そして「日本の地方と世界の地方を結ぶ地方と地方」

がJANANとＩＮＮＥＤの連携である。

　「NGOカレッジ講座」参加者にはすでに国際社会で充分やっていける方々も沢山いた。心

強い限りである。今年の成果を来年に発展させていきたい｡関係者の方々の暖かいご指導と

ご協力を心からお願いしたい。
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・イラン震災緊急救援活動報告

f●

･'●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師　塚本　勝之

　1997年５月10日　12 : 30（現地時間）ホラサン州ピルジャンドガーエン東方、アフガニ

スタン国境付近で、マグニチュード7.1の地震が発生した。新聞報道によれば死者4､000人、

負傷者10､000人の被害がありAMDAは人員の派遣と医薬品777kgの供与を行った。派遣は

調整員２名、医師１名、看護士１名である。

【目的】

被災地での医療体制、被災民の健康状態の調査

医薬品（WHO emergency kit777kg）の赤新月桂を介しての供与

アフガン難民、クルド難民、イラク難民、健康状態、医療体制の調査

【日程】

　５月13日

　　14日

　　15日

　　16日

　　17日

　　18日

　　19日

　　20日

　　21日

　　22日

　　22日

　　23日

　　24日

　　25日

26日

27日

28日

31日

６月１日

　　２日

　　３日

　　４日

在日イラン大使館VISA要請

VISA発行、日本外務省訪問

14時55分　成田発イラン航空にてテヘランヘ

Ｏ時05分　テヘラン着　日本大使館より出迎え

６時　陸路（バス）にてビルジャンドに向け出発

11時45分　ビルジャンド着　被災地視察ヘ　ガジック村　アビス村視察

ビルジャンドからガーエンヘ移動　エスペダン村、ハジャバード村視察

バムルッド村、ハジヤバード村視察　ガーエン市長面会

ガエンからビルジャンドヘ移動、調整員１名帰国

アサダバード村視察　村長および診療所医師とミーティング

アバス村視察　イマンラサ病院（ビルジャンド市内）訪問

７時　テヘランヘ向けビルジャンド出発

３時　テヘラン看　赤新月桂　W110　MSF（国境なき医師団）訪問

日本大使館へ報告

ＵＮＤＰ訪問

ICRI（lntemational Consrtium forRefugee in lran）

ICRIおよびＵＮＨＣＲ医師とのミーティング　再度赤新月桂訪問

ＮＧＯミーティング（LocalintemationaD　UNHCRとのミーティング

イラン外務省　サファイ氏訪問

RCDARF（Relief Commitee forDestituteAfghan Refugee Families）ととも

にテヘラン郊外のアフガン難民視察

ＵＮＨＣＲとのミーティング

日本大使館訪問報告　UNICEFとミーティング

BAFIA（Bureau forAliens and Foreign lmmigrants Affairs）訪問

20時10分　テヘラン発　イラン航空にて医師１名および看護士１名帰国

引き続き調整員１名が現地との調整を行っている

８　国際医療協力　vol.20　N0.7　1997
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【状況】

＜被災地＞

・医薬品は赤新月桂が受け入れ[]となり、同社が酉任を持って管理･分配を行うことになっ

　た被災地では､他国からの援助物資はまだ認められず､イラン国内に備蓄されていたもの

　が放出されている様であった。

・家屋はレンガを積み上げただけのもので､耐震性は非常に悪いものであった｡被災民は赤

　新月桂の配給のテントで生活していた。

・配給物資は主に赤新月桂およびボランティアにて分配されていて､比較的物資も豊富であ

　り効率よく管理･分配されていた｡ただし食料品などは栄養バランスがとれているとはい

　い難く、長期間の配給生活となった場合健康上問題が出てくるかと思われる、

づl水道は以前からの地下水を汲みＬげ使用しており、衛生上大きな問題はなかった。叉木

　道設備が破壊されている村では､塩素消毒された地下水をタンクで配給していた／ﾄﾞ水道

　トダレ)は、残っているトイレか、たて穴式の仮設のものを使用していた。シャワー、風

　昌の設備はほとんどなかった。

円安災地では診療所も崩壊しているところが多く、テントによる仮設診療所が設置されてい

　た、ただしすべての診療所に医師又は看護婦が詰めている訳ではなく、巡回による診療

　も行われていた。医師はテヘラン、マシャドなどからのボランティア、レジデントである

　が､絶対数は不足しているとのことであった。又今回視察した村には入院施設はなく、入

　院・手術適応がある患者は100km以上離れたガーエン、ビルジャンドまで搬送しなけれ

　ばならない状態であった｡幸いにも流行性の感染症の患者は少数であり、増加傾向ではな

　かった。

・被災地では診療所や病院の再建運営において医療ＮＧＯの協力を求めている。又これに関

　してWIIOからの依頼もある。

＜難民＞

4｀’●　・イランは世界一の難民受け入れ国であり、国内にアフガン難民150万人、クルド難民50万

　　　　　人が存在し、キャンプや郡市郊外の居住区域、又は個々にイラン社会内で生活している。

　　　　・イラン社会内で職に就くことは違法であり､ほとんどが無職であり定期的な収入が得られ

　　　　　ない。又､社会保険制度の適応外である。つまり医療サービスを受ける場合は全額自己負

　　　　　担となる。

　　　　・視察したテヘラン郊外の居住区では低収入のため十分な栄養が確保できず肺結核､感染性

　　　　　の下痢などの患者が多い。又､-コントロールされていないてんかん患者､心弁膜症による

　　　　　と思われる心疾患が多い。これらは長期の治療･手術などが必要であるが経済的な問題の

　　　　　ため治療されていない。

　　　　・UNHCRでは難民の中から重症患者を選別し提携した総合病院に入院させ治療費を立て替

　　　　　えるシステムを以前より行っているが、難民の増加による患者のため医療ＮＧＯの協力を

　　　　　求めている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際医療協力　vol.20　N0.7 1997　9
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【まとめ】

・被災地では医師・医療スタッフの絶対数は少ないが、急性期を過ぎた今、今後の６ヶ月～

　1年の期間を考えた医療施設の再建や感染症などの予防､栄養指導などのﾌ'ロジェクトが

　必要と思われる。又、救急システムの設立も必要と患われる。

・難民の医療問題に対しては､収入を安定させることにより生活水準を向上させることを目

　的とした教育･職業訓練が必要であり､罹患患者に対しては長期の治療をすることが出来

　る診療所をたとえばＵＮＨＣＲなどと提携し設置することが望ましい。

　
　
　
匹
１
　
、

Ｅ
　
　
’
｀
≒

　
　
５
ち
　
　
　
‰

Ｘ
　
　
ブ

ハジアバード・クリニックD「.と打ち合わせ（山本詩文氏撮影）

被災地で痛みを訴える男性を診る筆者
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イラン調査活動報告

　　　　　１、背　景

　　　　　　イラン北東部ホラサン州に

　　　　　おける引｣の犬他言の被災者

　　　　　に対する救援のため、医師１

　　　　　名・看護|.Jlyl・調整員２名か

　　　　　らなるチームが５目15深夜テ

　　　　　ヘランに到石、６目４目まで活

゛‾'●　　動を行ったバその間の活動に

　　　　　ついては塚本医師による報告

　　　　　を参照)６月４目以降調整員１

　　　　　名が残り、財界保健機構

　　　　　(XVHO)との調整並びにイラン

　　　　　在住イラク難民・アフガニス

　　　　　タン難民の状況把握のため同

　　　　　月25目まで滞在した。

コーデ･rネータ一　服部浩也

赤新月社のスタッフと

　　　　　２、被災地復興プロジェクト

　　　　　　ＷＨＯ及び現地保健省との協力のもと、被災地であるガエン周辺地区に４件、ビルジャン

　　　　　ト岡辺に1件の診療所を住設することになった｡現地の状況に精通したイラン保健省が建築、

　　　　　医療器具の購入､プロジェクトの総監督を行い､ＡＭＤＡがモニタリングを行うことで同意し

4｀?●　　た言象療所にはイラン保健省から２名のヘルスワーカーが配属される。最終具体的プラン立

　　　　　案にはWIIO本部との史なる調整が必要である。

　　　　　　ィランには十分な医師･看護婦かおり、特に医師は供給過剰で、多くの若く無経験な医師

　　　　　が失業している｡そのような医師が今回の震災地にも何人かボランティアで来て医療活動を

　　　　　行なっていた。またイランは基本的に外国に対し閉鎖的であり、言葉も分からない外国人に

　　　　　入ってもらっていろいろされては困るといった考えが政府の間では支配的のようである。

３、在イラン難民状況調査

　（１）難民概況

　イラン国内には現在150万人のアフガニスタン難民及び50万人のクルド人を含めたイラ

ク難民からなる約200万人の難民が在住している。国境地帯を中心にアフガニスタン難民

キャンプが６箇所、Iヽランジットセンターを含めたイラク・クルド難民キャンプが21箇所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際医療協力　vol.20　N0.7　1997　1 1
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に､南部イラク難民キャンプが10箇所に存在している。これらのキャンフはイラン政府･内

務省の通称｢バフィア｣(BAFIA: Bureau forAliens and Foreign lmmigrants Affairs)によっ

て運営されている。難民の人目に比してキャンプで生活している人々は極端に少なく、南部

イラク難民はその20～30％がキャンプ内在性であるものの､難民全体におけるキャンプ生活

者は5％に満たない｡特にマジョリティであるアフガニスタン人はどんなに過酷な条件の労

働でも厭わずに行うといった勤勉な国民性を特質としているためキャンブ定着を難しくして

いるとも言えるが､キャンプにおける生活環境･条件が良くないため性みたがらない人々も

決して少なくない。

　難民の就労に関しては登録された合法の難民(但し難民登録証は92年以降発行停止、新

ンステムは今だに未導入)のみごく限られた職につけるが､それ以外の難民の就職は違法で

ある。実際は合法難民の就労すらも禁止した法案が可決されているのであるが、６月現在施

行はなされていない。医療サービスについても95年以降医療補助金が削除され、入院費は

それまでの4－5倍に跳ね上がり、健康保険も適用されなくなったことにより、多くの難民

患者が適切な診療･治療を受けられずにいる｡概してキャンブ在住難民はある程度ベイシッ

クヒューマンニーズが満たされている一方､キャンプ外難民は貧困による栄誉失調･病気に

苫しんでおり、生活状況は悪い。そのような難民に対し国連高等難民弁務官事務所

(ＵＮＨＣＲ)とイラン保健省が医療紹介所(MRU: Medica1 Referral unit)を運営し、生命の

飽険に関わるケースの患者のみ病院に送り、医療費を負担している他、国境なき医師団

(MSF)といくつかのローカルＮＧＯ(主にイラク人による)が眼られた場所で医療サービス

その他支援を行っているのみである。

　（２）コム（Ｏｏｍ）におけるイラク難民

　コムはテヘランより150km程南下した所にあるイスラム教色の強い町である。

そのため正確な人目はわかっていないが､国境に近いアフワズに次いで多くのイラク難民が

この町に在住している。 IRAC（lraqi Refugee Aid Counci1）はここで独自のネットワークを

形成、利用しMRUを運営している他、教育、物的／精神的支援を行っている。

　IRACの案内によっていくつかの家庭を訪問させてもらったが､どの家庭も非常に貧しく、

子供達が空腹のためか今までの苦しい体験のためか全く微笑みもしない状況であった｡ある

家族は薄暗くて湿っぽく、カビ臭い地下室で生活していた。

　IRACによるとイラク難民の多くが現サダム・フセイン政権下で拷問を受けており、特に

女性に極度の精神障害が見られるそうである。（僅かでも反サダム・フセインの疑いがあれ

ば逮捕され拷問を受ける）IRACの代表であるShahrestani氏は原子力科学者であるが、イラ

クで核兵器開発の仕事を拒否したかどで１５年間投獄された｡獄中様々な拷問を受けると同

時に、母親の目前でその子供を殺すといった様々な肉体的・精神的拷問を目にしたという。
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(３)シスタン・バルチェスタン州におけるアフガニスタン難民

　イラン南東部に位置し、アフガニスタン及びパキスタンと国境を接するこの州に15万5千

人の合法難民、５万人の一時滞在許可証所持難民と20万人の非合法難民、計40万５千人の

アフガン難民が在住している。州都であるザヘダン(Zahedan)、ザヘダンから200km北上

したザブール(Zabul)、180km南下したハシュ(Khash)といった町及びその周辺に12万人

の難民が居住しており、今回ICRI(lnternational Consortium for Refugees in lran)という

NGOコーディネーションボディのローカルオフィサーと共に訪れた｡現地においてＵＮＨＣＲ

並びにBAFIAの歓迎を受け､彼等も我々に同行し､場所によっては保健省の役人も付き添っ

た。

4り●　　１）ニアタック（Niatak）難民キャンプ
　　　　　ザブールから15km南東に位置するこのキャンプに4､875人の最長16年在住の難民に加え

　　　　て約１千人の新流人者、計5､875人のアフガン難民が居住している。ザブール・ザヘダン近

　　　　辺に約12万人の難民がいるので､キャンプ内生活者は全体の５％に満たないことになる。こ

　　　　こはキャンプとは言ってもテントは1張もなく、住居は全てアフガニスタン国内同様､泥と

　　　　草で作られたものである。

　　　　　ニニには簡素なクリニックがあり、4名のヘルスワーカーが家族計画や衛生状態改善のた

　　　　めに働いている。医師・看護婦は週2日だけ出勤し、通常1日に30～35名の患者を診察して

　　　　いる。ヘルスワーカーによればキャンプ内の６歳未満の子供のうち80％が栄養失調であり、

　　　　そのなかの半数は極度の栄養失調にある。

　　　　　またここには救急車がないため､急患の際15km離れたザブールの病院へ送れるか否かは

　　　　全くの運次第だという。水供給に関しては､給水タンクがキャンプ内に設置されているのだ

　　　　がよﾄ分とは言えずタンクから遠い所に住む人々は苦情を表明していた。また排水溝がない

　　　　ため、雨期の際衛生状態が悪化する可能性が大いにある。
･゛●

　　　　　２）アディミ（Adimi）

　　　　　ザブールから20km離れたこの村にアフガニスタン・ファラ州から来た240家族､約1､200

　　　　人が15～6年住んでいる。電気・水道設備はなく、子供が水浴びしている小川の水を生活用

　　　　水としている。そのため目の感染病が見られ､他に気管支を患っている人々がいる。一番近

　　　　いヘルスポストが８ｋｍ離れた所にあり、徒歩１時間かかる。識字教育が行なわれており、

　　　　女子34名（1クラス17人x2）、男子13名（1クラス）が学んでいる。

　３）ザヘダン

　ザヘダンの町周辺に６ヵ所の難民居住区があるが、以下はそのうちの２ヵ所の状況報告で

ある。
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a）シラバード（Shirabad）

　ここの住居は布を日除けにテントのように使っているが、全て自分達で作ったという。

２～３家族が1棟に住み、家畜を育てる一方、成年男子は皆日雇労働に従事している。水道・

電気はなく、井戸水を使用、飲料水は購入している。子供は学校に行かず、自宅でコーラン

を勉強している。

　このテントの居住区から少し離れた所に小高い丘があり、そこに４万５千人の難民と3‾万

5千人のイラン人が住んでいる。 20の公共水道蛇口があるが、ザヘダンの水退水は塩分が高

く飲料水としては不適切なため、人々は飲料水を10リットルあたり100リアル（約4円）で

買っている｡合法難民は政府による識字教育クラスに出席できるが､殆ど全ての女性は文盲

だという。出産は自宅で行なわれている。保健省のクリニックの診察料は500リアル（約20

円）、殆どの子供が保健省のキャンペーンのもとポリオ等の予防接種を受けている。日雇の

日当が大体８千リアル（約260円）、家賃は１家族あたり月１万リアル払っている。

　丘の上の方にも住居が多数あるが電気の配線が敷かれていない。

b）カルハネ・ナマック（Karkhane-namak）

　フアラ州出身､やはり成人男子は皆日雇労働に従事している｡収入を得るために廃品回収

を行なっている家庭もある。訪れた家屋には３家族が住み、月14万リアルの家賃を払って

いた。

　４）ハシュ

　この地域には２万２千人の難民と12万５千人のイラン人が居住している。

a）ナサリ（Nasari）

　ここは10年前コレラが発生した場所であり、現在150家族が居住している。

受胎調節を受け入れず､妊婦自身が栄養失調であるため､乳幼児の極度の栄養失調が見られ

る｡男性がやはり日雇で収入を得る他､家畜の肉や山羊の乳を町で売って生計を立てている。

b）カルカリ（Kalkali）

　人口３千、男性は皆50ある煉瓦工場で１日８千リアルの給料で働いている。ここの水は近

くの火山の影響で強い酸性であり､生活用水不足で困っている｡飲料水は当然購入している。

　５）ハシュにおける保健省とのミーティング

　地元保健省によればB型肝炎、ブルセラ症の患者の殆どがアフガン難民であり、マラリア

も難民によって持ち込まれているという。保健省の検査･許可無しで行なわれている難民に

よる食料品（肉、乳、パン）の販売のため病気が蔓延することを非常に懸念していた。難民

は貧しいため、また自ら医者に診てもらおうとせず､無料の診療を懇願する頃は通常既に手

遅れだとういう。また１度診察･治療してもらってもその後適切に薬の服用等行なっている

のか定かではない｡こういったことから居住区に入っていっての移動診療並びに保健衛生指

導･予防教育等が必要であるが､保健省は先ず石鹸･水タンク･水タンカー･給水システム・
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梶谷収・トイレ･廃品回収システム・ワクチン冷蔵庫及び輸送単一･腸チフス薬が早急に必要

だと訴えていた。また保健吉はかつて３５名のヘルスワーカーにトレーニングを施し、かな

りの成果を収めたものの２年前に予算がカットされて以来跡絶えているそうである。

　　　　４、展望

　　　　　アフガニスタン難民の本国帰還は93年の337､495人をピークに年々減少し、96年に8､367

　　　　人、97年５月現在の97年帰選者数は517名である上にイランヘの新たな難民流入が報告さ

　　　　れている｡今現在のアフガニスタンの情勢からいっていつ本格的な本国帰還が可能になるの

　　　　か見通しがついていない。

　　　　　ザヘダン周辺の国境付近アフガン難民居住区においてなされるべきことは余りにも多くあ

　　　　るため、複数のＮＧＯがそれぞれ職業訓練・教育・収入剔出・保健衛生・医療と各分野にお
り●　い７支援･向上をばかり、全体的な生活環境の改善を目指すことが必要とされる。また同時

　　　　に政府・国連によって水・電気供給システムの設置等インフラ整備がなされねばならない。

　　　　海外のＮＧＯが難民を対象に支援活動を行なう場合、政治的な理由からイラン政府・BAFIA

　　　　はキャンプ内における活動でなければ活動許可を与えない｡明らかにキャンプ外難民の方が

　　　　キャンプ在住難民よりも状況が劣悪であり、緊急に支援が必要とされているのであるが、

　　　　MSFも当初はBAFIAに従いキャンプ内で活動を行なった。

　　　　　そうして約2年間かけて政府の信頼を得た結果マシャドにおいてクリニックを再建､キャ

　　　　ンプ外難民に医療活動を行なったり､今回の震災の際も被災者に対する医療活動を許可され

　　　　たのである。難民対象の活動には全てBAFIAの許可が必要なため、まず初めにBAFIAとの

　　　　友好関係を築かねばならない。ゆえにＡＭＤＡもまずキャンプ内で活動を始めて、信頼を得

　　　　てから徐々に活動範囲をキャンプ外に広げていくといった手順を取らざるを得ない。

　　　　　またイランにおいては国連の資金の殆どがイラン政府に流れている。 97年度はBAFIAに

　　　　５百万ドル、文部省に300万ドル、保健省に100万ドル、MRU費用として140万ドル、難民

摩●　帰還費用として700万ドルが国連から与えられる。イランにおける国連の資金総額の60％は

　　　　HCRのものであり、その70％がBAFIAに行っている。そしてBAFIAは国連の資金は自分達

　　　　の資金と見なし、直接ＮＧＯによって使われることを断固として許可しない。

　　　　　上のような理由からイランはＮＧＯにとって非常に活動しづらい国であるといえよう。ゆ

　　　　えに現在MSFの他、Globa1 PartnersとOckenden venture （共に英国のＮＧＯ）が活動開始

　　　　準備のため入っているのみである。しかしザヘダン、ザブール､ハシュ一帯の難民居住地域

　　　　のような､国際社会に知られておらず､政府からも国連からも支援を受けられないでいる所

　　　　こそ、ＮＧＯが入っていき支援を行なう意義があるといえる。
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k＿

・中国雲南省歯科医療プロジェクト（第二次チーム）

　　　　　　　　　　　報　告　書

歯科衛生上　上野由恵

【はじめに】

　中国雲南省､麗江地区余楽村における少数民族納西族の治療と調査､また麗江衛生専門学

校における学生の実態調査と歯科教育支援活動を行う。

【日　程】

　６月13日（金） 日本出発

関西空港発　CZ390使　15 : 10 （広州行き）

到着後、広東省人民病院　視察

指導を行った後に麗江に移動

６月15日（日）空路にて麗江に到着

　　　　　　　　医療活動開始　17日まで活動を行う

６月18日（水）日本帰国

　　　　　　　　本部にて帰国報告を行う

【派遣メンバー】

　巾笹山徳治（SASAYAMATOKUJD

　　　　　　　AMDA調整員　46才　福山市

　（2）久世一郎（KUSEICHIRO）

　　　　　　　AMDA調整員　46才　岡山市

　（3）島津　渡（SHIMAZU WATARU）

　　　　　　　歯科医帥（医）島津歯科　46才　岡山市

　（4）原田依子（HARADA YORIKO）

　　　　　　　歯科医療機材技術者　21才　岡山市

　（5）上野由恵（UENO YOSHIE）

　　　　　　　歯科医療機材技術者　24才　岡山市

　（AMDA中国）

　（6）大坪紀子（OTUBO NORIKO）

　　　　　　　コーディネーター　27才　広州市

　（7）林　開忠（RIN KAICHON）

　　　　　　　AMDA中国調整員　35才　広州市
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　　　　【報　告】

　　　　　6J］15目（日）雲南省麗汪にある衛生学校にて口腔内検診及び田周病とう蝕の治療を行っ

　　　　た。対象年齢は、5～56才、口腔内検診者100名、内田周病治療者20名、う蝕治療者46名

　　　　であった。検診からほとんどの人がう蝕､歯周病、又は両方に罹患しており、これから看護

　　　　婦をめざすという彼女たちでさえかなり進行したう蝕や田周病に罹患していたことに驚いた。

　　　　　実際､私もここを訪れる前は､この平和で静かな麗江の街にはう蝕や歯固病とはほど遠い

　　　　縁という早まった先入観があったが､現実はう蝕や歯周病の治療をするということが､ほど

　　　　遠い縁ということを感じた。その彼らにとって、“治療の前にまず予防”が大切であり、そ

　　　　のためにもここの衛生学校の学生たちが口腔衛生についての知識と重要性を会得し､学生た

　　　　ちによる口腔衛生の輪を広めていけるような衛生士（学生）の養成が不可欠であることを痛

　　　　感した。ここでの１日はあわただしく過ぎてしまい、少しでも口腔衛生について彼女だちと

哩●　分かり合える時間があれば良かったと思う。

　　　　　また、６月16日（月）には、余楽村村長さん宅にて6～81才の方を対象に口腔内検診・治

　　　　療を行った。ここでは100人を検診し、そのうち歯周病治療者30名、う蝕治療者36名、神

　　　　経処置（麻酔抜髄）３名、抜歯５名であった。

　　　　　2回目のここ余楽市でもほとんどの人がう蝕・歯周病、または両方に罹患していた。う蝕

　　　　のある人は、う蝕を削って金属を充填したが､子供たちの多くは､初めての永久歯もすでに

　　　　う蝕に罹患していたのが現状でした｡今だ医者が入ったことのないここ余楽市では､歯科に

　　　　関して、まずは痛みをとってほしいという事が彼らの思いであり、かなり進行したものは神

　　　　経処置、さらに抜歯と､完全な器具の準備がないまま臨機応変に疼痛除去の治療を行わなけ

　　　　ればならない事もあった｡1人の疼痛除去から村の宣伝になって次々と痛みをもった村人が

　　　　訪れてきたが､その中でも､歯は痛いが歯を抜かずに痛みをとる治療をしてほしいという方

　　　　もいた。

　　　　　この2日間からほとんどの人がう蝕､歯周疾患に罹患していたが､歯固疾患の原因である

･f●　歯垢・歯石沈着の量も多かった。

　　　　衛生学校での治療結果　口腔内検診者100名中治療者46名

民族（人） 性別（人） 年齢（歳） 治療本数（本） う蝕本数（本）

納西 14 男

女

　3

11

　7～35

16～56

　7

29

18

60

25 男

女

　8

17

18～40

　5～19

15

30

30

77

白 ６ 男

女

３

３

17～18

17～18

24

　7

15

15

普 １ 男

女

０

１ ～17 ２ ４

計

46

男

女

14

32 5～56 114 219
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・100人中全ての人が歯周疾患に罹患しており、その内20名の歯石除去を行った。

・46人中20才未満は40名（全体の87％）で１人あたりのう蝕本数は4.7本であった。ま

　た20才未満のう蝕罹患率は100％であった。

余楽村での治療結果

　　口腔内検診者100名中の治療者42名４ - ● ４ ● ／ ４ ● ４ 　 － ‐ 孝

性別 人数（名） 年齢（歳） う蝕治療本数 う蝕本数 神経処置 抜歯 歯石除去

男 20 6～78 ｎ 31 １ １ 12

女 22 7～81 28 73 ２ ２ 18

計 42 6～81 39 104 ３ ３ 30

・100人中ほとんどの人が歯周疾患に罹患しており、その内30名の歯石除去を行った。

・42人中20才未満は16人（全体の38％）で１人あたりう蝕本数は2.9本であった。

・農繁期にもかかわらず､集まって下さった100名の方､場所提供して下さった村長さん

　に感謝いたします。

　以上のことから、20才未満のう蝕本数が20才以上のう蝕本数を上回ることがわかった。

また、歯周疾患にかなりの人が罹患していることもわかった。

歯周疾患（歯肉炎・歯周炎）の原因

○初発因子（歯周疾患を初発させるもの）

　　フラーク（細菌と細菌産生物）

　　　歯垢（歯石中のエンドトキシンなど）

○修飾因しf（初発因子や初発因子により生じた炎症を修飾するもの）

1）局所性修飾因子

　（1）プラーク増加因子（炎症性修飾因子）

　　a.食物因子（自浄作用低下）

　　　軟らかい粘着性食物

　　b.口腔内環境因子（清掃困難＋自浄作用低下）

　　　歯石

　　　歯列不正（叢生）

　　　口呼吸

　　　困の解剖学的形態異常

　　　軟組織の形態異常（小帯異常、付着歯肉狭小、口腔前庭狭小）

　　　医原性因子（不良補綴物）、　　　　　　　ｊ

18　国際医療協力　vol.20　N｡｡7 1997

●

●



一●

　　　食昨圧人

　　　対合歯の喪失（不備歯）

　　c.ポケット形成（病変の進行による環境悪化）

　　　歯周ポケットの深化

　　　歯肉退縮・歯根露出

　　d.口腔清掃の知識不足

　　　口腔清掃実施不足

　（2）外傷性校合（外傷性修飾因白

　　早期接触、側方圧、食片圧人、ブラキシズム、占、口唇の悪習癖

2）全身性修飾因子

　　ホルモン、栄養、薬剤

　　全身性疾患（血液疾患、糖尿病、免疫異常など）

　　ストレス、年齢、疲労

　　遺伝性疾患（パピヨン、ルフェーブル症候群など）

　　　　　今回この麗汪を訪れて､20才未満の人にう蝕､そして幽囚疾患がかなり罹患していること

　　　　がわかり、それは、前記の出両疾患の原因の表よりこの地区では「I腔清掃の知識不足、口腔

　　　　清掃実施不足が原因の１つではないかと思った。

　　　　　特に､今後の医療を支えていく衛生学校の学生たちに､「1腔衛生の知識をもってもらうこ

　　　　とはとても意義のある事だと思う。

　　　　　このプログラムに参加して､医療とは言葉が通じなくても全世界をつなぐことのできる偉

　　　　　人なものであることを実感し､この間得た知識､経験を今後とも生かしていきたいと思った。

　　　　　最後になりましたが、このプログラムに参加させてドさったＡＭＤＡの皆様、中国でお世

ｒ９　話になった方々に心から感謝申し上げます。
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［

ＡＭＤＡウガンダ子ども病院建設プロジェクト（仮称）草案

●

●

１）目的

・ウガンダ国内におけるAIDS予防教育と感染者への適切かつ十分な医療提供。

・AIDS治療に対応することができるウガンダ現地医師及び看護婦の育成。

・アフリカ諸国におけるエイズ問題への草の根レベルからアプローチを実施できる機関の設

　置。

２）方法

・ＡＭＤＡウガンダ子ども病院（仮称）を建設し、AIDS患者外来患者への対応する。

・エイズに関する研究機関となるセクションを設ける。

・医師､看護婦､ヘルスワーカーを対象としたエイズに対応する為のトレーニングを実施す

　る。

・同病院内にエイズ以外の感染症患者にも対応することができる外来を設ける。

・アフリカ多国籍医師団の事務所を設け、アフリカ大陸諸国におけるＡＭＤＡの医療協カプ

　ロジェクトを展開する。

３）病院運営

・ＡＭＤＡ､毎日新聞、ウガンダ医師会、ウガンダ政府保健省との合同プロジェクトとして実

　施する。

・運営に関しては、AMDA派遣チーム、ウガンダ医師会が中心となって行う。

・患者からの最小限の診察費を徴収し、運営にあてる。

４）必要経費

・建設資材費　コンクリートや鉄筋等の資材購入。

　　　　　（新建築または現在機能していない施設の再建かで検討中）

・建設管理費　建設にかかる諸経費。設計費、通信費、人件費等。

・医療機材費　診察およびリサーチに必要な医療機材の購入。

・医薬品費　　病院の立ち上げに必要な医薬品の購入費。

・運営管理費　病院運営に必要な医師、看護婦、調整員等の人件費、派遣費。及び通信消

　耗品等の事務費。

5）プロジェクト期間

　1998年4月より単年度予算形式により５ヵ年間の継続プロジェクトとして実施｡プロジェ

クト終了後は現地医師会による運営の自立を目標とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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、
命
が
う
め
い
て
い
た
。
母
と
子
を
襲
う
理
不
尽

な
死
が
、
す
ぐ
そ
こ
に
あ
っ
た
ー
‐
『
毎
日
新
聞
社
と
毎
日
新
聞
社
会
事
集
団
の
「
飢
餓
・
貧

困
・
難
民
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
取
材
で
赤
道
直
下
の
ア
フ
リ
カ
を
巡
り
、
エ
イ
ズ
、
内
戦

禍
に
あ
え
ぐ
人
々
に
出
会
っ
た
。
阪
神
大
震
災
の
際
に
寄
せ
ら
れ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
か

ら
の
救
援
の
「
お
返
し
」
に
と
今
、
ネ
パ
ー
ル
で
病
院
づ
く
り
が
緒
に
つ
い
て
い
る
。
今
度

は
ア
フ
リ
カ
に
、
そ
の
友
情
を
広
げ
て
み
た
い
。
「
文
・
小
倉
孝
保
、
写
真
・
玉
置
勝
巳
」

　
母
は
、
3
0
歳
で
息
を
引
き
取

っ
た
。
エ
イ
ズ
が
そ
の
短
い
命

を
奪
っ
た
。

　
ナ
ク
ン
グ
・
エ
デ
ィ
ス
さ
ん

の
葬
儀
は
、
簡
易
テ
ン
ト
を
張

っ
た
自
宅
の
底
で
営
ま
れ
た
。

参
列
者
は
約
３
０
０
人
。
し
ゃ

く
熱
の
太
陽
ぺ
家
族
の
涙
を

乾
か
す
よ
う
に
照
り
つ
け
て
い

る
。
長
女
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
（
９
）

は
じ
っ
と
し
て
勣
か
な
い
。
長

男
ア
ノ
’
『
ザ
ー
ち
ゃ
ん
（
２
）
は
母

に
近
寄
ろ
う
と
し
な
い
。
二
女

ブ
レ
ン
ダ
ー
ち
ゃ
ん
（
８
ヵ
月
）

は
泣
き
続
け
た
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都
カ
ン
パ
ラ

か
ら
車
で
１
時
間
半
ほ
ど
の

村
、
ゴ
グ
ゥ
エ
。
大
知
ビ
ク
ト

リ
ア
に
面
し
た
半
農
半
漁
の
小

さ
な
村
だ
。

　
エ
デ
ノ
。
ス
さ
ん
は
1
0
年
前
、

夫
（
3
5
）
と
結
婚
し
た
。
貧
し
く

て
も
明
る
い
夫
婦
に
異
変
が
乙

き
た
の
は
１
年
舵
。
そ
る
回
≒

･'゛9●

１

体
が
だ
る
く
な
っ
た
。
エ
イ
ズ

の
兆
候
だ
っ
た
。
こ
の
詩
、
エ
デ

ィ
ス
さ
ん
の
お
な
か
に
、
サ
ラ

ー
ち
ゃ
ん
、
ア
イ
ザ
ー
ち
ゃ
ん

に
続
く
ブ
レ
ン
ダ
ー
も
』
ゃ
ん
が

４
ヵ
月
の
命
を
宿
し
て
い
た
。

　
今
年
５
月
に
入
っ
て
下
痢
、

発
熱
が
激
し
く
な
っ
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
、
食
物
を
受
け
付

け
な
く
な
っ
た
Ｑ

　
ぞ
の
暫
忖
・
言
添
い
の
家
族

　
こ
ニ
こ
乍
言
ダ
ゲ
言
し

30歳代で４人に１人20、エイズ感染

が
聞
こ
え
て
き
た
。
「
ま
た
、

死
ん
じ
ゃ
っ
た
よ
う
」
。
墓
地

と
、
絞
り
出
す
よ
う
な
声
で
ね
だ
っ
た
。
病
魔
は
、
ま
た
た
く

だ
っ
た
。
３
人
の
子
が
ま
く
ら
間
に
国
中
に
広
ま
っ
た
。
内
政

元
か
ら
の
ぞ
き
込
む
。
し
か
し
、
混
乱
に
よ
る
情
報
不
足
で
、
予

も
う
、
そ
の
息
は
弱
々
し
い
。
防
策
は
後
れ
を
取
っ
た
。
Ｗ
Ｈ

　
「
元
気
で
ね
。
さ
よ
う
な
ら
」
　
〇
（
世
界
保
健
機
関
）
に
よ
る

と
子
ど
も
た
ち
に
さ
さ
や
き
、
と
、
最
近
の
患
者
数
は
タ
ン
ザ

右
手
を
小
さ
く
振
っ
て
、
や
が
　
ニ
ア
約
８
万
人
、
ケ
ニ
ア
約
７

て
動
か
な
く
な
っ
た
。
　
　
　
万
人
、
ウ
ガ
ン
ダ
約
５
万
人
。

　
　
◆
　
◆
　
◆
　
　
　
感
染
者
は
卯
一
代
、
3
0
代
で
４
人

　
こ
の
国
で
初
め
て
エ
イ
ズ
が
に
Ｉ
人
に
も
な
る
。

確
認
さ
れ
た
の
は
、
１
９
８
２
　
　
◆
　
◆
　
◆

年
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
の
国
境
に
　
ひ
つ
ぎ
が
近
く
の
墓
地
へ
運

近
い
ラ
カ
イ
地
方
で
「
や
せ
病
」
ば
れ
た
。
土
中
に
静
か
に
埋
め

と
呼
ば
れ
て
い
た
病
気
の
こ
と
ら
れ
た
ひ
つ
ぎ
の
上
に
、
集
ま

岬’‘●

に
い
た
人
た
ち
は
一
斉
に
声
の

方
向
に
走
る
。
エ
デ
ィ
ス
さ
ん

に
続
き
、
同
じ
家
で
エ
イ
ズ
と

闘
っ
て
い
た
妹
ナ
カ
デ
ゥ
・
ア

ネ
ッ
ト
さ
ん
（
９
９
一
）
が
、
息
を
引

き
取
っ
た
の
だ
。

　
親
類
が
次
々
と
家
に
入
っ

た
。
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
も
、
そ
れ

ま
で
抱
い
て
い
た
ブ
レ
ン
ダ
ー

ち
ゃ
ん
を
父
に
預
け
て
続
く
。

「
お
ば
ち
ゃ
ん
ま
で
…
…
…
」

　
同
じ
日
の
夕
方
。
近
く
の
ナ

ム
エ
ス
・
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
（
3
5
）

も
、
エ
イ
ズ
に
倒
れ
た
。

エイズに苦しむ母をなすすべもなく
見守るジエニフアーちゃん(左端)と
同居の子どもたち　　ーゴグウエで

Ｆ

‘
１
『
『
１
”
‐
Ｆ
‐
Ｆ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ロ
日
口
Ｉ
ト
い

　
二
女
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
ち
ゃ
ん

（
1
1
）
と
親
類
の
子
ど
も
た
ち
が

聖
書
を
読
み
上
げ
、
賛
美
歌
を

合
唱
す
る
中
、
そ
の
母
ド
ロ
シ

ー
さ
ん
は
静
か
に
息
を
引
き
取

っ
た
。

　
村
を
去
る
時
、
サ
ラ
ー
ち
ゃ

ん
は
弱
々
し
く
手
を
振
っ
た
。

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
は
泣
き

続
け
て
い
る
。
こ
の
子
ら
の
顔

に
、
笑
み
が
戻
る
日
は
い
つ
の

こ
と
か
。

‥
‥
‥
つ
づ
く
（
次
回
か
ら
社
会
面

に
掲
載
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
◇

　
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は

国
連
機
関
な
ど
へ
の
寄
付
に
加

え
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
ど
も
た
ち

を
エ
イ
ズ
か
ら
救
う
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
救
援
金
は
左
記
へ
郵
便
振

替
か
現
金
書
留
で
送
金
い
た
だ

く
か
、
暇
接
ご
持
参
下
さ
い
。

　
〒
５
３
０
Ｌ
心
大
阪
府
北

区
梅
田
３
の
４
の
５
、
毎
日
新

聞
大
阪
社
会
事
業
団
「
海
外
救

援
全
一
係
（
郵
便
拓
釦
∵
０
０
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小
さ
な
手
に
母
送
る
砂

　
生
き
た
い
ぃ
生
き
た
い
と
願
い
な
が
ら
、
命
が
う
め
い
て
い
た
。
母
と
子
を
襲
う
理
不
尽

な
死
が
、
す
ぐ
そ
こ
に
あ
っ
た
１
毎
日
新
聞
社
と
毎
日
新
聞
社
会
事
業
団
の
「
飢
餓
・
貧

困
・
難
民
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
取
材
で
赤
道
直
下
の
ア
フ
リ
カ
を
巡
り
、
エ
イ
ズ
、
内
戦

禍
に
あ
え
ぐ
人
々
に
出
会
っ
た
。
阪
神
大
震
災
の
際
に
寄
せ
ら
れ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
か

ら
の
救
援
の
「
お
返
し
」
に
と
今
、
ネ
パ
ー
ル
で
病
院
づ
く
り
が
緒
に
つ
い
て
い
る
。
今
度

は
ア
フ
リ
カ
に
、
そ
の
友
情
を
広
げ
て
み
た
い
。
「
文
・
小
倉
孝
保
、
写
真
・
玉
置
勝
巳
」

　
母
は
、
3
0
歳
で
息
を
引
き
取

っ
た
。
エ
イ
ズ
が
そ
の
短
い
命

を
奪
っ
た
。

　
ナ
ク
ン
グ
・
エ
デ
ィ
ス
さ
ん

の
葬
儀
は
、
簡
易
テ
ン
ト
を
張

っ
た
自
宅
の
底
で
営
ま
れ
た
。

参
知
者
は
約
３
０
０
人
。
し
ゃ

に
近
寄
ろ
う
と
し
な
い
。
二
女

ブ
レ
ン
ダ
ー
ち
ゃ
ん
（
８
ヵ
月
）

は
泣
き
続
け
た
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都
カ
ン
パ
ラ

か
ら
車
で
１
時
間
半
ほ
ど
の

村
、
ゴ
グ
ゥ
エ
。
大
胡
ビ
ク
ト

リ
ア
に
面
し
た
半
農
半
漁
の
小

１

体
が
だ
る
く
な
っ
た
。
エ
イ
ズ

の
兆
候
だ
っ
た
。
こ
の
時
、
エ
デ

ィ
ス
さ
ん
の
お
な
か
に
、
サ
ラ

ー
ち
ゃ
ん
ハ
ア
ノ
ー
ザ
ー
ー
ち
ゃ
ん

に
琴
・
ラ
レ
ン
ダ
ー
ち
ゃ
ん
が

４
宍
・
・
石
臼
を
宿
し
て
い
た
。

　
今
年
ｎ
白
に
入
っ
て
下
何
、

ズ感染20､30歳代で４人に１人
と
、
絞
り
出
す
よ
う
な
声
で
ね
だ
っ
た
。
病
魔
は
、
ま
た
た
く

だ
っ
た
。
３
人
の
子
が
ま
く
ら
間
に
国
中
に
広
ま
っ
た
。
内
政

元
か
ら
の
ぞ
き
込
む
。
し
か
し
、
混
乱
に
よ
る
情
報
不
足
で
、
予

も
う
、
そ
の
息
は
弱
々
し
い
。
防
策
は
後
れ
を
取
っ
た
。
Ｗ
Ｈ

　
「
元
気
で
ね
。
さ
よ
う
な
ら
」
　
〇
（
世
界
保
健
機
関
）
に
よ
る

と
子
ど
も
た
ち
に
さ
さ
や
き
、
と
、
最
近
の
患
者
数
は
タ
ン
ザ

右
手
を
小
さ
く
振
っ
て
、
や
が
　
ニ
ア
約
８
万
人
、
ケ
ニ
ア
約
７

て
勣
か
な
く
な
っ
た
。
　
　
　
万
人
、
ウ
ガ
ン
ダ
約
５
万
人
。

　
　
◆
　
◆
　
◆
　
　
　
感
染
者
は
2
0
代
、
3
0
代
で
４
人

　
こ
の
国
で
初
め
て
エ
イ
ズ
が
に
Ｉ
人
に
も
な
る
。

確
認
さ
れ
た
の
は
、
１
９
８
２
　
　
◆
　
◆
　
◆

年
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
の
国
境
に
　
ひ
つ
ぎ
が
近
く
の
墓
地
へ
渥

近
い
ラ
カ
イ
地
方
で
「
や
せ
病
」
ば
れ
た
。
土
中
に
静
か
に
埋
め

と
呼
ば
れ
て
い
た
病
気
の
こ
と
ら
れ
た
ひ
つ
ぎ
の
上
に
、
集
ま

　
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
の
母
の
ひ

つ
ざ
が
埋
め
ら
れ
た
。

一
　
こ
ら
え
て
い
た
涙
が
あ
ふ

　
れ
出
し
た
＝
ゴ
グ
ゥ
エ
で

っ
た
人
が
代
わ
る
代
わ
る
砂
を

か
け
る
。
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
も
、

小
さ
な
手
で
砂
を
握
っ
た
。
涙

が
ほ
お
を
伝
っ
た
。

　
突
然
、
泣
き
叫
ぶ
女
性
の
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。
「
ま
た
、

死
ん
じ
ゃ
っ
た
よ
う
」
。
墓
地

に
い
た
人
た
ち
は
一
斉
に
声
の

方
向
に
走
る
。
エ
デ
ィ
ス
さ
ん

に
続
き
、
同
じ
家
で
エ
イ
ズ
と

闘
っ
て
い
た
妹
ナ
カ
デ
？
ア

ネ
ッ
ト
さ
ん
（
診
）
が
ヽ
息
を
引

き
取
っ
た
の
だ
。

　
親
類
が
次
々
と
家
に
入
っ

た
。
サ
ラ
ー
ち
ゃ
ん
も
、
そ
れ

ま
で
抱
い
て
い
た
ブ
レ
ン
ダ
ー

ち
ゃ
ん
を
父
に
預
け
て
続
く
。

｜

Ｄ

　
二
女
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
ち
ゃ
ん

（
1
1
）
と
親
類
の
子
ど
も
た
ち
が

聖
書
を
読
み
上
げ
、
賛
美
歌
を

合
唱
す
る
中
、
そ
の
母
ド
ロ
シ

ー
ー
さ
ん
は
静
か
に
息
を
引
き
取

っ
た
。

　
村
を
去
る
時
、
サ
ラ
ー
ち
ゃ

ん
は
弱
々
し
く
手
を
振
っ
た
。

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
は
泣
き

続
け
て
い
る
。
こ
の
子
ら
の
顔

「
お
ば
ち
ゃ
ん
ま
で
…
…
’
」
　
　
に
、
笑
み
が
戻
る
日
は
い
つ
の

　
同
じ
日
の
夕
方
。
近
く
の
ナ
こ
と
か
。

ム
エ
ス
・
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
（
3
5
）
日
‥
つ
づ
く
（
次
回
か
ら
社
会
面

も
、
エ
イ
ズ
に
倒
れ
た
。

Ξしむ７をなすすべもなく
レファーちやん(左端)と
どぞたぢ　　＝ゴグゥエで

に
掲
載
し
ま
す
）

　
　
　
　
　
　
◇

　
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は

ｍ
巡
機
関
な
ど
へ
の
寄
付
に
加

え
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
子
ど
も
た
ち

を
エ
イ
ズ
か
ら
鯨
つ
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
プ
百
・
荼
・
は
左
記
へ
郵
便
振

回
か
聊
三
百
寸
法
・
泣
い
た
だ

く
か
’
『
二
戸
毎
言
。
訟
型
さ
い
。

　
〒
Ｆ
ふ
Ｃ
已
大
玉
匹
北
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の
展
望
～
時
代
を
拓
（
ひ
ら
）
く
新
日

本
の
構
築
」
、
菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
代
表
が
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Λ
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
と
題
し
て
講
演
、

参
旭
し
た
岡
山
県
内
の
企
業
や
労
働
組

合
関
係
者
ら
約
二
百
人
か
熱
心
に
聞
き

入
っ
た
。
以
下
は
両
氏
の
講
演
要
旨
。

㎜

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

肩
巾
ぶ
ハ
包
冷
涙
武
蕊
継
容
姿
協

の
概
念
で
は
‐
‐
－
石
谷
実
行
」
な
い
か
と
勘
ぐ
ら
れ
て
し
ま
の
か
」
と
の
趣
旨
を
相
手
に

と
い
う
・
。
一
ド
が
バ
。
―
。
は
ま
几
　
　
　
　
　
　
　
説
明
で
き
な
か
っ
た
点
だ
と

る
。
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
五
年
、
ロ
シ
ア
・
思
う
。
「
有
言
実
行
」
の
姿

　
目
本
に
こ
わ
よ
で
、
示
サ
ハ
リ
ン
州
の
大
地
震
の
勢
を
一
書
実
に
実
萬
し
て
い
く

一
河
実
行
」
と
い
・
っ
豪
勢
が
美
際
、
日
本
政
府
は
被
災
地
へ
こ
と
で
尊
敬
と
信
頼
が
得
ら

徳
と
さ
れ
、
良
い
こ
と
は
黙
救
援
物
資
を
送
っ
た
が
、
工
れ
、
世
界
中
ど
こ
に
い
っ
て

っ
て
や
れ
と
い
う
。
つ
の
モ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
受
け
取
も
理
解
さ
れ
る
。
人
間
関
係

ラ
ル
に
関
り
る
附
黙
の
ｙ
解
り
を
拒
否
し
た
。
問
題
な
の
タ
築
く
上
で
も
重
要
な
こ
と

が
あ
る
。
国
際
紅
白
に
出
で
は
［
な
ぜ
救
援
物
資
を
送
る
だ
ろ
う
。

　
い
ろ
い
ろ
な
支
畿
活
動
を

行
っ
て
い
て
思
う
の
が
、
一

流
と
超
一
流
は
決
定
的
に
違

う
と
い
う
こ
と
だ
。
超
一
流

と
は
、
例
え
ば
、
立
派
な
建

物
を
建
て
た
際
、
ト
イ
レ
や

通
路
な
ど
の
改
造
経
費
を
か

け
て
で
も
、
ハ
ン
デ
ィ
の
あ

る
方
を
症
用
し
よ
う
と
い
う

中国生産性本部の創立40周年記念事業として開かれた特別購演会＝岡山i

よ
う
な
哲
学
が
あ
る
と
こ
ろ
＆

詣
す
。

　
乙
十
一
世
紀
に
生
き
残
る
団

体
、
組
織
は
何
だ
ろ
う
と
考
え

た
時
、
一
つ
は
世
界
に
対
し
て

り
敬
と
信
頼
が
薄
ら
れ
る
か
、

も
う
一
つ
は
、
ハ
ン
デ
ィ
を
持

っ
た
〃
弱
点
が
そ
こ
に
動
め

た
い
と
希
望
す
る
か
だ
ろ
う
。

　
　
＼

し

Ｓ
二
ｇ
い
１
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
‘
’
／

　
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
　
ー
九
ヱ
八
年
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
。
五
七
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ー

ア
外
務
省
に
人
慢
し
、
香
港
駐
在
・
中
国
担
当
官
な
ど
経
て
七
六
年
上
智
大
教
授
、
九
。
だ
‐
１
１
１

年
か
ら
現
職
。
薔
淘
に
「
誤
解
さ
れ
る
日
本
人
」
な
ど
。
六
ト
ー
歳
。
　
　
　
　
　
一

　
日
本
で
は
経
済
の
行
き
詰
失
敗
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
集

ま
り
感
か
ら
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
団
と
し
て
の
明
確
な
目
標
の

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
新
産
業
の
創
立
て
に
く
い
混
沌
（
と
ん
）

出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
し
た
時
代
岑
迎
え
た
今
、

が
、
気
に
な
る
の
は
、
そ
の
独
創
性
や
捌
迫
力
を
生
み
出

方
向
性
が
製
品
の
高
付
加
価
し
て
い
く
に
は
、
日
本
経
済

値
化
や
新
技
術
の
開
発
な
ど
に
ど
れ
だ
け
個
人
主
義
が
根

製
造
業
的
な
発
想
か
ら
抜
け
付
い
て
い
く
か
に
か
か
っ
て

出
せ
て
い
な
い
点
だ
。
貿
易
い
る
。

摩
擦
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け

　
す
が
な
み
・
し
げ
る
岡
山
大
医
学
部
大
学
院
修
了
。
一
九
八
四
年
、
人
道
援
助
の
Ｎ
一

Ｇ
Ｏ
組
織
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
。
九
五
年
、
国
運
の
プ
ト
ロ
ス
・
ガ
リ
賞
を
日
本
人
と
し
て
一

初
受
賞
。
医
療
法
人
ア
ス
カ
会
理
事
長
。
著
噂
に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
提
言
」
な
ど
。
。
九
十
歳
。
一

へ
Ｍ
Ｄ
八
白
訪
問
毫
通
し
ぃ
く
と
、
理
由
の
な
ぃ
行
動

で
以
ｙ
員
縦
令
、
ア
メ
が
番
嫌
わ
れ
、
警
戒
さ
れ
　
　
　

～

ｙ
ぶ
ー
・
・
ｔ
乙
脱
・
・
’
‘
・
と
ぃ
’
っ

艦

″
ｙ
螢
露
胎
會
う
こ
と
が
大
儒

…
…
歿
ヅ
ス
レ
…
…
…
｛
ｍ
Ｊ
、
・
。
。
の
は
何
か
裏
が
あ
る
の
で
は

唇
つ
い
う
職
場
環
境
に
す
る
に
兵
政
策
の
一
貫
し
た
教
育
で
画

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
多
様
性
の
共
存

を
、
目
の
前
の
患
者
を
救
い
た

い
と
い
う
医
者
の
職
業
的
倫
理

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
実
現

し
て
い
る
。
例
え
ば
ソ
マ
リ
ア

難
民
が
出
た
ジ
プ
チ
ヘ
医
療
チ

は
、
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
が
一
的
な
価
値
判
断
を
徹
底
し
、
Ｉ
ム
を
派
遣
し
た
時
、
バ
ン
グ

大
切
で
は
な
い
か
。
　
　
　
。
違
い
は
お
荷
物
‘
だ
と
い
う
ラ
デ
シ
ュ
の
医
師
は
下
聞
治

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
は
こ
十
力
国
の
考
え
が
主
流
を
占
め
る
。
世
界
療
、
ネ
パ
ー
ル
の
医
師
は
住
民

支
部
が
あ
る
が
、
メ
ン
パ
ー
に
の
情
勢
を
見
る
と
、
国
籍
や
宗
へ
の
衛
生
救
命
の
分
野
で
そ

は
キ
リ
ス
ト
数
。
イ
ス
ラ
ム
戦
教
が
異
な
る
人
と
一
緒
に
働
れ
ぞ
れ
能
力
を
発
揮
し
、
援

ヒ
ン
ズ
ー
教
、
仏
教
な
ど
い
ろ
き
、
成
果
令
ヱ
げ
な
け
れ
ぱ
な
助
活
動
に
大
き
な
効
果
皐
上
げ

い
ろ
な
宗
教
が
混
在
す
る
。
お
ら
な
い
多
様
性
の
世
霖
に
入
っ
た
。

互
い
が
尊
敬
と
信
頼
奎
保
つ
た
て
い
る
。
お
互
い
に
源
め
合
っ
　
人
間
関
係
に
は
フ
レ
ン
ド
シ

め
に
は
、
ど
う
す
べ
き
か
を
借
て
い
く
ー
い
は
財
匹
と
い
ッ
プ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
、

に
考
え
て
い
る
。
　
　
　
う
考
え
方
が
必
要
に
ぺ
っ
て
く
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
。
・
賜
閤

　
日
本
は
明
治
以
降
、
窟
国
強
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
が
あ
る
。
こ
の
ラ
這
戦
フ
ー
心

頼
が
得
ら
れ
る
の
は
、
「
あ
働
い
た
た
め
だ
ろ
っ
。
フ
ラ

り
か
と
う
」
が
双
方
向
で
使
ン
ス
、
約
国
な
ど
百
致
力
国

わ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
″
プ
か
ら
の
親
切
も
素
以
に
受
け

し
か
あ
り
・
得
な
い
だ
ろ
う
。
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
お
互
い
が
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一
緒
に

　
「
自
分
も
社
会
か
ら
必
要
と
す
る
こ
と
で
、
自
分
は
必
要

さ
れ
て
い
る
」
「
他
人
の
役
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感

に
立
ち
た
い
」
と
い
う
プ
ラ
が
得
ら
れ
、
心
理
的
に
安
定

イ
ド
が
持
て
、
能
力
崔
発
揮
感
が
生
ま
れ
る
。
学
校
内
の

で
き
る
勒
が
求
め
ら
れ
る
。
い
じ
め
や
職
場
内
で
の
誹
榜

そ
こ
で
一
緒
に
汗
を
流
し
て
（
ひ
ぼ
う
）
、
中
畑
な
ど
悪

こ
そ
、
違
い
を
超
え
て
パ
ー
い
環
境
の
解
決
に
役
立
つ
だ

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
人
聞
関
係
う
っ
。

を
培
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
社
会
の
生
産
性
を
上
げ
て

　
日
本
人
は
教
河
に
よ
っ
て
い
く
た
め
に
は
尊
敬
と
併
頼

人
権
と
は
何
か
を
理
解
し
、
感
を
持
っ
た
人
間
関
係
を
築

無
意
識
の
う
ち
に
、
困
っ
た
く
こ
と
が
一
番
だ
と
思
う
。

時
は
お
互
い
さ
ま
と
い
う
相
そ
の
関
係
を
栖
っ
貴
重
な
湯

互
扶
助
思
想
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
位

珍
し
い
民
族
だ
と
思
う
。
し
置
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

か
し
小
、
中
、
高
校
な
ど
の
だ
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
Ｉ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
の
た

い
は
附
尹
と
認
識
し
合
う
め
で
は
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

よ
う
な
教
育
が
成
さ
れ
て
い
ア
の
行
き
着
く
先
は
。
違
い

な
い
。
そ
の
中
で
、
唯
一
枚
は
財
芦
と
い
う
こ
と
。
違

い
と
な
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
っ
て
い
る
か
ら
財
産
と
い
う

ア
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
新
し
い
視
点
を
痔
つ
こ
と
で

　
日
本
人
の
行
動
規
範
に
個
人
生
を
登
か
に
で
き
る
だ
ろ

入
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
盛
り
込
う
。

ま
れ
た
の
は
一
九
九
。
比
年
の
　
今
後
、
ロ
本
も
、
多
国
籍

阪
神
大
震
災
の
と
き
だ
。
そ
で
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
旭
を
持

れ
以
前
も
町
内
会
や
哺
入
っ
た
人
が
入
っ
て
く
る
グ
ロ

会
、
子
供
会
な
ど
の
Ｊ
体
ボ
ー
バ
ル
化
時
代
を
迎
え
る
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
認
知
さ
吋
で
ど
ん
な
論
理
な
ら
相
手
が
本

い
た
が
、
犬
曳
災
で
百
。
万
人
当
に
納
得
し
て
く
れ
る
か
良

を
招
す
人
が
呻
φ
に
駆
け
付
く
詞
ぺ
る
拓
優
か
あ
う
っ
。

け
た
の
は
Ⅲ
．
Ｄ
・
沃
助
君
帽
び
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こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
の
だ
と
思
う
。

進
路
を
考
え
る
前
に
、
日
本
　
召
本
の
勤
労
者
の
多
く

が
鴨
後
の
荒
廃
か
ら
目
覚
ま
は
、
会
社
に
一
体
感
を
持
っ

し
い
経
済
発
辰
泰
逢
げ
た
理
て
い
る
。
会
社
の
発
腰
の
た

山
は
何
な
の
か
、
を
分
析
し
め
に
頑
張
り
、
会
社
が
危
な

て
み
た
い
。
一
般
的
に
は
曰
く
な
る
と
よ
り
一
腰
、
会
社

本
人
の
勤
勉
性
が
、
世
Ｗ
で

も
例
の
な
い
よ
う
な
成
長
を

支
え
て
き
た
と
．
Ｊ
わ
れ
る
。

支
え
て
き
た
と
。
一
、
お
れ
る
。
者
は
、
ま
ず
自
分
の
利
益
や
日
本
経
済
は
「
欧
米
に
追
い
諸
外
国
と
経
済
摩
擦
が
生
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
っ
た
も
の
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
の
約
三
〇
だ
が
、
日
本
で
は
消
費
者
が
求

註
燧
詣
監
　

予
…
…
…
…
｝
ｙ
・
ｙ
・
ぃ
‘
ｙ
ｊ
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Ｗ
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ｌ
ｙ
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…
…
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ｌ
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ｆ
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‥
・
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皿
・１ １
１
・
匹
’
心
’
・
‥
皿
黙

豺
郷
賢
釘
日
前
Ｈ
Ｈ

で
埓
え
ぱ
、
欧
米
や
中
国
、
　
　

３

｡
Ｓ
ｇ
Ｒ
９
４
９
１
４
９

¨
¨
‘
一
¨
゛
’
１‐
１
…
…
…
一
一
　
　
啖
製
造
業
比
率
は
１
１
○
％
前
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
で
も
日
本
と
同

の
た
め
に
努
力
す
両
だ
が
、

個
人
主
義
の
強
い
国
の
勤
労

者
は
、
ま
ず
自
分
の
利
益
や

社
に
対
し
て
運
命
共
同
体
意
つ
け
、
追
い
越
せ
」
と
モ
ノ

識
豪
掴
い
て
い
る
企
業
風
土
づ
く
り
に
励
み
成
果
蛮
｀
一
げ

の
中
で
は
、
あ
る
意
味
で
組
た
。
そ
の
勢
い
は
す
さ
ま
じ

織
は
非
常
に
効
率
的
と
な
く
、
国
内
だ
け
で
は
市
場
が

り
、
具
体
的
で
分
か
り
や
す
足
り
ず
、
輸
出
大
国
と
な
っ

い
目
標
が
あ
れ
ば
、
大
き
な
た
。

力
を
発
揮
す
る
。
戦
後
の
モ

ノ
不
足
か
ら
再
興
を
期
し
た

日
本
経
済
は
「
欧
米
に
追
い

●

じ
、
急
激
な
円
高
を
招
い
て
し

ま
っ
た
。
日
本
企
業
の
収
益
性

は
高
い
が
、
為
替
の
変
動
で
一

晩
で
利
益
が
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な

事
態
に
な
り
、
自
分
で
自
分
の

首
を
絞
め
る
斬
巣
に
な
っ
た
。

崖性本部の創立40周年記念事業として開かれた特別講演会＝岡山市内

　
と
こ
ろ
か
そ
の
過
程
で
膨
バ
プ
ル
崩
壊
後
の
艮
期
不
況

大
な
貿
易
黒
字
が
発
生
し
、
は
、
不
良
偵
権
問
遥
な
ど
さ
ま

だ
ろ
う
が
、
私
は
円
高
が
一
番

こ
た
え
て
い
る
と
嬰
っ
。

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
構
造
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
輸
出
依

存
体
質
か
ら
内
需
喚
起
型
の
経

済
シ
ス
テ
ム
に
改
め
て
い
く
べ

き
だ
。
日
本
の
製
造
業
は
Ｇ
Ｎ

Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
の
約
只
○

●

後
が
適
正
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
レ
ジ
ャ
ー
産
業
を
例
に
と
る
る
日
勤
車
販
売
の
生
産
性
は

　
製
造
業
が
発
展
し
人
々
の
生
と
、
十
数
年
前
に
東
京
デ
ィ
ズ
低
い
。
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車

活
が
豊
か
に
な
る
と
、
身
の
回
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
月
￥
均
販

り
に
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
、
消
費
不
時
、
日
本
で
は
こ
う
い
う
サ
ー
亮
台
数
は
約
。
・
○
台
だ
が
、

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
入
園
者
が
絶

え
な
い
。
内
需
を
喚
起
す
る
と

と
も
に
、
約
五
千
八
も
の
人
が

働
く
大
き
な
一
則
の
場
に
も
な

っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
業

の
創
出
と
同
時
に
、
既
存
の
サ

ー
ビ
ス
業
の
質
の
向
上
も
無
逼

だ
。
自
動
車
産
業
で
君
え
ば
、

工
場
内
の
生
産
性
の
高
さ
は
世

界
一
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
な

□
本
で
は
四
～
五
台
に
過
ぎ

な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
は
シ
コ

ー
ル
ー
ム
で
す
べ
て
営
業
活

動
が
行
わ
れ
る
が
、
日
本
は

訪
問
販
売
が
主
体
の
た
め
効

率
が
落
ち
る
。

　
こ
れ
は
ロ
本
の
問
貧
者
に

も
悪
い
面
が
あ
る
。
訪
問
し

て
く
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
人

件
費
や
経
費
が
、
最
終
的
に

消
費
者
負
担
と
な
る
こ
と
を

あ
ま
り
重
視
し
な
い
。
こ
う

し
た
消
費
行
動
に
各
種
の
規

制
な
ど
も
加
わ
り
、
自
動
車

価
格
や
保
険
料
、
国
内
航
空

運
賃
、
金
融
機
関
の
手
数
料

な
ど
が
高
く
、
サ
ー
ビ
ス
業

の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
。

し
か
し
、
若
い
世
代
を
中
心

に
合
理
的
な
消
費
行
動
が
徐

々
に
見
ら
れ
苓
よ
う
に
な
っ

た
う
え
、
規
制
緩
和
の
流
れ

も
強
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
で
は
経
済
の
行
き
詰

ま
り
感
か
ら
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
新
産
業
の
創

出
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
気
に
な
る
の
は
、
そ
の

方
向
性
が
製
品
の
高
付
加
価

値
化
や
新
技
術
の
開
発
な
ど

製
造
業
的
な
発
想
か
ら
抜
け

出
せ
て
い
な
い
点
だ
。
貿
易

摩
擦
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け

振
と
い
う
現
象
が
起
こ
る
。
家
ピ
ス
業
は
ま
ず
成
功
し
な
い
と

電
製
品
や
自
動
車
な
ど
が
行
き
い
わ
れ
た
。
だ
が
、
憲
ボ
デ
ィ

じ
よ
う
に
勤
勉
で
努
力
家
が

多
い
。
Ｈ
本
人
と
こ
う
し
た

外
国
人
の
決
定
的
な
違
い

は
、
集
団
主
｛
一
と
個
人
主
義

目
的
を
優
先
し
、
会
社
が
危

な
く
な
れ
ば
、
す
ぐ
別
の
会

社
に
移
っ
て
し
ま
う
。

　
日
本
の
よ
う
に
社
扱
が
会

渡
っ
た
消
費
者
は
、
次
に
サ
ー

ビ
ス
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。

だ
が
、
日
本
で
は
消
費
者
が
求

裳
首
蓋
晩
俯
で
偏
入
念
聴
螢

多
摩
大
学
学
長

i、。
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グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
　
ー
九
二
八
年
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
。
五
七
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
外
務
省
に
人
省
し
、
香
港
駐
在
・
中
国
担
当
官
な
ど
経
て
七
六
年
上
智
大
教
授
、
九
。
尨

年
か
ら
現
職
。
著
書
に
「
誤
解
さ
れ
る
日
本
人
」
な
ど
。
六
ト
ー
歳
。

で
な
く
、
製
造
業
の
分
野
は

価
格
丿
贅
の
両
面
で
中
国

や
イ
ン
ド
な
ど
の
追
い
上
げ

が
厳
し
く
、
製
造
業
中
心
の

経
済
活
性
化
は
危
険
な
要
素

が
多
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、
内

陶
拡
大
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ

ス
分
野
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
ハ
応
が
望
ま
れ
る

が
、
例
え
ば
世
Ｗ
的
に
競
争

が
激
化
し
て
い
る
情
報
涯
業

対
策
で
日
本
は
何
を
し
た

か
。
国
が
有
力
企
業
に
呼
び

掛
け
て
検
討
術
只
笛
作
り

対
策
を
練
っ
た
結
果
、
何
年

も
か
か
っ
て
措
大
公
約
数
的

で
時
代
遅
れ
の
内
容
に
し
か

な
ら
な
か
っ
た
。

　
も
う
そ
ろ
そ
ろ
国
も
企
業

も
、
日
本
独
特
の
集
団
主
義

的
な
横
並
ぴ
意
識
は
捨
て
た

方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

個
人
の
主
体
的
な
判
断
や
大

胆
な
発
想
で
機
敏
に
物
事
を

決
め
て
い
く
経
済
シ
ス
テ
ム

に
移
行
し
て
も
ら
い
た
い
。

失
敗
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
集

団
と
し
て
の
明
確
な
目
標
の

立
て
に
く
い
混
沌
（
と
ん
）

と
し
た
時
代
タ
迎
え
た
今
、

独
創
性
や
創
造
力
を
生
み
出

し
て
い
く
に
は
、
日
本
経
済

に
ど
れ
だ
け
個
人
生
匈
一
が
根

付
い
て
い
く
か
に
か
か
っ
て

い
る
。

∃Fi53

　
人
間
尊
重
を
理
念
に
企
業
体
質
改
善

な
ど
に
取
り
組
む
中
国
生
産
性
本
部
（
会

長
・
松
谷
健
一
郎
中
国
電
力
常
任
相
談

役
）
の
創
立
四
十
周
年
記
念
特
別
講
演

会
が
十
三
日
、
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク

多
摩
大
学
学
長
が
「
行
政
・
経
済
改
革

の
展
望
～
時
代
を
拓
（
ひ
ら
）
く
新
日

本
の
構
築
ぺ
菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア

㎜

。

託
認
μ
惣
訪
蔵
弱
び
詰
籾
ｕ
頷

初
受
賞
。
医
療
法
人
ア
ス
玄
孫
・
事
長
。
著
洵
［
に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
提
言
」
な
ど
。
紅
十
嶋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
一
゛
　
　
　
　
’
　
５
１

　
～

゛
｀
へ
ｙ
一
回
ｋ
一
…
…

頼
が
得
ら
れ
る
の
は
、
「
あ
働
い
た
た
め
だ
う
っ
。
フ
ラ

り
か
と
う
」
が
双
方
向
で
使
ン
ス
、
翰
国
な
ど
。
白
数
力
国

わ
れ
る
パ
Ｌ
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
か
ら
の
親
切
も
素
μ
に
受
け

し
か
あ
り
４
な
い
だ
ろ
う
。
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
お
互
い
が
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一
緒
に

　
「
自
分
も
社
会
か
ら
必
要
と
す
る
こ
と
で
、
自
分
は
必
要

さ
れ
て
い
る
」
一
。
他
人
の
役
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感

に
立
・
ち
た
い
に
と
い
う
プ
ラ
が
得
ら
れ
、
心
理
的
に
安
定

イ
μ
が
持
て
、
能
力
を
発
揮
感
が
・
生
ま
れ
る
。
学
校
内
の

で
き
芯
退
か
求
め
ら
れ
る
。
い
じ
め
や
職
場
内
で
の
誹
膀

そ
こ
で
一
緒
に
汗
を
流
し
て
｛
ひ
ぽ
う
｝
、
巾
偏
な
ど
涸
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　　　　　いいy総分かﾄ記の日程で行われ､下記の報告事項を含む議題が全て承認されました｡総
fl●　分の終わりの質疑応答の時間では､会員の方からのご援案やその他の活発な意見交換がなさ

　　　　れ､盛会のうちに会を終了させて頂くことができました。ご出席頂いた会員の方を始め、今

　　　　回ご出席項けなかった多くの会員、支援者の方々には厚く御礼申し上げます。

　　　　　今後ともよりよい活動を目指して執行部､事務局ともに最善の努力をしていく所存でござ

　　　　います｡是非とも会員の方々を始め多くの方の暖かいご理解とご支援を項きますよう、何卒

　　　　宜しくお願い申し上げます。

日　　持

場　　所

開催日程

曝
φ

出席者数：

1997（平成9）年６月22日（日）13:00－15:30

アイオス五反田ビル２階会議室（ＡＭＤＡ東京オフィス所在地）

38名
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承認事項

■議題１．各海外プロジェクト活動報告

　・継続中プロジェクト紹介

　　　1.JICA（国際協力事業団）フィリピンターラヽック州は一川剔遥フ

　　　　　　ロジェクトヘの専門家派遣事業（5年計画）

　　　2.JICAﾌ‾ロシェクト技術協力への参加－ザンビア共細川ルサカ

　　　　　　市チャイナマヒル病院

　・本年度新規フロシェクト紹介

　　　１．毎日新聞社によるウガンダAIDSキャンペーン

　　　レ中国雲南省歯科フロジェクト

　　　ント　ネパール子ども病院

　　　レアフガニスタン公衆衛生・医療技術協力プロジェクト瓦ちＬにﾅ

■議題２．会計報告（別紙「1996（平成８年）度決算書」及ひ報告内容

　　平成８年度の収支については総額約３億６千万の支出があり、残念なｶヽい示ハ牡ハ川’-

　３百万いjであった∧支出の内運営管理費は約3千万円、事業費は約3億３十川下ごあった。

■議題３．ＮＧＯカレッジ及び日本NGO・NPO協議会について

　広島県との協力によりＮＧＯカレッジを開催する予定。

　日本ＮＧＯ・ＮＰＯ協議会（JAPAN）設立構想紹介

　　NPO法案の国会での承認も予想されるなか、国際貢献と地域おこしの巾要件の認識の

　　もとにその活動を行なう地方のNGO･NPOの連絡協議会の設立により、史に国際貢献

　のネットワークを広げ、活動の幅を広げ、質の向上を目指す。

■議題４．ＡＭＤＡ日本支部内の各都道府県支部について

　　:をT部の組織形態をどのようにするか、秋季執行部会にて詳細の再検討を官疋、

■議題５．防災訓練について

　　昨年同様、地方自治体「防災の日」訓練への参加を予定。一東京都、茨城帖、埼仁県に

　て実施予定。逓信機器の使用が今後の検討課題。

■議題６．入会時の会報送付の要・不要について

　　入会時にどちらかを選択できるようにする。

■議題７．新顧問・新執行部員について

　　新㈹問地域振興担当一加藤憲一氏（南方圈交流センター代表）

　　折執行部員　ラボ・プロジェクト副代表一早川典之

　　ＡＭＤＡ救急委員会委員長―早川達也

■議題８．ＡＭＤＡ国際医療情報センター活動報告

　　在日外国人を対象とした保健医療に関する情報提供のサービスは全山でも他に竹･」がない

　　センター東京の有給スタッフー６名十有給通訳70名

　　センター関西の有給スタッフー’2名十有給通訳20名
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‐議題９．ラボ・プロジェクト活動報告

　　定例会合の他、トレーニングブログラムや海外硯祭を行なう1‾つし

　　ΛＭＤＡ会員の検査技師により３年前に設立した当初は1ﾋﾞ名のメンバーであったが､現在

　　は13名が付録している。

＊その他報告事項及び資料紹介

　・AMDA国際医療協力研究会について（8月を除き東京にて毎月第４木曜開催、報告者は

　　AMDA海外派遣者及び他団体の海外派道者等、会費（毎月）500円）

　・AMDA Clab関東の活動報告

　・海外派選者統計

　・活動年表

　・プロジェクト概要

　・ボランティアさん活動記録

　・会員数・寄付者数の推移（高額寄付含む）

　・全日信販（AJ）AMDAカード（現在の会員数は2‾万人。今後3－5万人の会員増を目標｡）

　・日本高速通信（日本テレウェイ）ボランティアダイアル（今年度より開始）

　・中国銀行ボランティア定期預金（年間60 － 70万円寄伴頂く見込み）

◆役　員（1997年７月１日現在）

　●AMDA INTERNATIONAL

　　　代表　　　　　　　菅波　茂（菅波内科医院院長）

　　　事務局長　　　　　Fransico P. Flores医師（東京大学医学部研究生）

●AMDA JAPAN

　　代表

　　副代表

　　副代表

　　副代表

　　執行委員

菅波

小林

中西

山本

大脇

　茂

米幸

　泉

秀樹

甲哉

鎌田裕十朗

岩井　くに

伊藤　恵子

島漂　　渡

達　　利博

笹山　徳治

士七　和久

中野　知治

早川　達也

早川　典之

(菅波内科医院院長)

(小林国際クリニック院長)

(町谷原病院院長)

(岡山大学医学部公衆衛生学教室助手)

(町谷原病院整形外科)

(かまた医院院長)

(自治医科大学医動物学教室助手)

(横須賀共済病院臨床検査技師)

(島津歯科医院院長)

(兵庫県立こども病院外科)

(IRD(株)国際交流開発)

(南京中医薬大学温病学教室留学中)

(総合病院姫路聖マリア病院外科)

(市立札幌病院救命救急センター)

(日本医学技術専門学校研究技術員)
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一 一

印刷貧 10,1乙4,643

賃借料 8,120,019

修繕費 367,180

雑費 1,5/4,508

事業支出 2,290,500

広告料 1,648,570

支払会費 927,150

租税公課 154,900 正味財産減少 23,0ZI,994

支払利息 682,689

減価償却費 946,519

合計 364,187,700 364,187,700
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巣掻蜃紅茸　　　　だ,６,づごさj巣一一紅血　；　・,０りり,Ｊり剃

印刷責　　　１　り,/04,40り印刷貧 ゛iZU,と４２

賃借料 S,290,735 賃借料 2,8Z9,284

修繕費 302,187 修繕費 64,993

雑費 935,495 雑費 639,013

事業支出 ０ 事業支出 2,290,500

広告料 1,083,412 広告料 565,158

支払会費 640,000 支払会費 287,150

租税公課 200 租税公課 154,700

支払利息 ０ 支払利息 68Z,689

減価償却費 ０ 減価償却費 94e,519

合計 333,291,655 合計 30,896,045

厳正にAMDAの会計監査を行った結果､適正に執行されているものと認めます
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　　　　　　　１９９７（平成9）年度収支予算

自平成9年4月１日至平成10年3月31日　　　　　　単位　千円

借　方 貸　方

科　目 金　額 科　目 金　額

事業費 343,822 年会費 15,660

管理費 30,163 補助金 140,000

予備費 1,975 助成金 90,000

寄付金 120,000

販売収入 8,000

広告収入 300

雑収入 2,000

合　計 375,960 合　計 375,960

　　　１９９７（平成9）年度事業費・管理費予算

白平成9年4月1日至平成10年3月31日　　　　　　単位　千円

事　某　費 管　理　費

　科　目

浚航費

金　額 科　目 金　額

74,771 渡航費 ０

恰最保険料 7,718 派遣保険料 ０

價付置勣費

善言八達手当

１１２,６１８

３４,００６

現地活動費 ０

現地派遣手当 OI

01=が抱運用費　　　　　　　１,９５１１現地雇用費

福沢費　　　　1　　　　Z,2S2 輸送費 ４１４

手順費 13,840 車輛費 ５１５

吉言費 ZI,452 通信費 ４１７

医療費 16,652 医療費 ０

備品費 1,206 備品費 515

事務消耗品費 2,172 事務消耗品費 824

記録費 ６２４記録費 103

会議費 1,678 会議費 1,133

旅費交通費 2,583 旅費交通費 4,005

図書購読料 １１６図書購読料 １２１

福利厚生費 72 福利厚生費 3,732

水道光熱費 ○水道光熱費 １０

給与手当 30,794 給与手当 10,362

業務委託費 824 業務委託費 1,922

印刷費 9,995 印刷費 433

賃借料 5,449 賃借料 2,914

修繕費 ３１１修繕費 72

雑費 963 雑費 659

広告料 １，１１５広告料 582

支払会費 659 支払会費 297

租税公課 ０ 租税公課 １６０

:減価償却費 ０減価償却費 974

合　計 343,822 合　計 30,163
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター便り

タイ語

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

クレオ大阪西

クレオ大阪南

クレオ大阪西

●

●

センター東京 〒160　東京都新宿区新宿歌舞伎町郵便局留

TEL　相談03-5285-8088　事務03-5285-8086

FAX　03-5285-8087

対応言語／時間：英語、中国語、スペイン語、

センター関西

ポルトガル語

ピリピノ語

ペルシヤ語

韓国語、

月～金

月水金

　　水

　　月

〒556　大阪市浪速区浪速郵便局留

�　06-636-2333　FAX　06-636-2340

対応言語／時間：英語、スペイン語

　　　　　　　　ポルトガル語

月～金　9:00～17:00

　　火　13:00～16:00

※中国語、ポルトガル語については電話でお問い合わせ下さい。

¬外国語による両親学級（第2日目）

　８月に開催する外国語による両親学級の第２日目はお産のしくみと

経過、産後の過ごし方、育児についてです。１日目に出席できなかっ

た方でも、興味をお持ちの方は是非ご参加ください。

スペイン語Zボルトガル“

中国語

フ　リピーノ　タガログ　゛

時間　：１時半～３時半

参加料：５００円（資料代）

８月10日

８月24日

８月31日

(日)

(日)

(日)

お。い｡6ヽわせ　お　し｀入み

（一時保育を希望される方は、その旨併せてお知らせ下さい。）

AMDA国際医療情報センター関西事務局

　TEL.06-636-2333　FAX.06-636-2340

　(日本語、英語、スペイン語、ポルトガル語)
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AMDA国際医療情報センター東京事務局

TEL.03-5285-8086　FAX.03-5285-8087

　　（中国語、フィリピーノ（タガログ）語）
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９９６年度会計報告

（自　１９９６年４川１日　至　１９９７年３月３１目）

んご

■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ 　 ㎜

収 入 の 部

回

目

１．会費収入

2.事業収入

3.補助余収入

4.寄付金収入

5.雑収入

　　　　　当明収入合計

　　　前期繰越収支差額

　　　　　　　収入合計

支出の邸

　１．事業費・管理費

　給料手当

　法定福利費

　福利厚生費

　報酬費

　会議・研修費

　旅費交通費

　通信費

　事務・消耗品費

　書籍費

　水道光熱費

　賃借料

　交際費

　租税公課

　保険料

　雑費

　2.固定資産取得支出

　　器具備品購入支出

　　　　　当期支出合計

　　　　　当期収支差額

次期繰越収支差額

一般会計

|･　-■-=･･==』==J･

1，356,000

3,233,400

2,700,000

2,045,190

　569,417

14,511.9191

Ｉ
Ｉ
・

4,480,6301

　548,9591

　130,4ool

　42,222i

　　　　ol

　892,3101

　703,9701

　1 1 1 ,2661

　61,5551

　76,6701

1･448･o54i

　　　　01

10

226， 926

　0

778,973

969,4171

471,3521
－　･■I■･-㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜

　　　　　▲567

，
345

4,040，567

　東京都受託会計

-----………

64,632,500

　　　6，

64,639，

7.803,639

72,442.968

53,070,233

　3,456,458

　　37,660

　　122,221

216、

3.941，260

　760,249

　287,005

　465,783

　　　　　0

　　70,452

　　35,210

4.350,174

　　78,440

　319,433

67,210,800

▲2,571，471

5,232,168

ハ上の通り決算報告いたします。　１９９７年５月３１日　所長　小林　米幸

上記決算報告について監査した結果、適正且つ適法であることを認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　１９９７年６月６日　　監事　菅波　茂

ご協力、ご援助を賜り、所長はじめ事務局一同心よりお礼申し上げます。
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三田評論　197.6月号から

●

も
っ
と
も
多
い
の
は
外
国
語
で
診
療
で
き
る
医

療
機
関
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
。
こ

れ
ら
に
関
し
て
は
内
容
を
よ
く
聞
い
て
、
セ
ン

タ
ー
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
関
東
約
一

五
〇
件
、
関
西
約
一
五
〇
件
の
外
国
語
で
対
応

可
能
な
医
療
機
関
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
医
療t ふ

九
七
年
二
月
「
地
球
市
民
フ
ェ
ス
ク
」
（
東
京
）
に

て
外
国
人
の
医
療
相
談
を
担
当
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
の
通
訳
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医

師
。
後
列
左
端
が
筆
者
。

機
関
を
選
び
だ
し
て
情
報
と
し
て
さ
し
あ
げ
て

い
ま
す
。
つ
ぎ
に
多
い
の
は
医
療
・
福
祉
制
度

に
関
す
る
相
談
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
相
談
者

の
居
住
す
る
地
方
自
治
体
の
担
当
窓
口
に
問
い

合
わ
せ
す
る
な
ど
し
て
正
確
な
情
報
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｉ
、
二
年
目
立
つ
の
は
外
国
人
患
者
を

抱
え
る
医
療
機
関
か
ら
の
電
話
通
訳
の
依
頼
で

す
。
本
来
の
業
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
時
間
の

許
す
範
囲
で
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
医
師

・
看
護
婦
を
対
象
に
外
国
人
患
者
の
ス
ム
ー
ス

な
受
け
入
れ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
や
、
エ
イ
ズ
予
防
財
団
の
外
国
人

研
究
者
招
聘
事
業
に
よ
り
日
本
の
看
護
婦
免
許

を
有
す
る
タ
イ
人
看
護
婦
を
バ
ソ
コ
ッ
ク
か
ら

呼
ん
で
医
療
機
関
の
要
請
の
も
と
に
タ
イ
人
エ

イ
ズ
患
者
の
告
知
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う

と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
実
行
し
て
い
ま

す
。

　
ス
タ
ヅ
ー
フ
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
有
給
事
務
局
員

示
人
名
、
有
給
通
訳
が
約
七
〇
名
、
全
く
の
ボ

ラ
ビ
ー
ー
へ
。
一
’
ｙ
の
事
務
担
当
者
、
通
訳
が
計
二
〇

名
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
は
い
え
、
セ

●
ソ
タ
ー
の
よ
う
に
毎
日
決
ま
っ
た
仕
事
量
を
こ

な
す
に
は
有
給
で
雇
用
す
る
核
に
な
る
人
材
が

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
た
だ
し
所
長
の
私
と

副
所
長
の
中
西
泉
氏
（
昭
4
7
医
）
は
無
給
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
組
織
を
運
営
し
て
い
く
に
は
経

営
的
感
覚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
単
に
社
会
か
ら

寄
付
金
を
募
る
の
で
は
な
く
、
組
織
そ
の
も
の

が
運
営
の
た
め
に
自
助
努
力
を
す
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。
こ
の
点
、
所
長
、
副
所
長
が
医

療
機
関
の
経
営
者
で
あ
る
こ
と
が
有
利
に
働
い

て
い
る
よ
う
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
医
療
の
現

場
で
使
用
で
き
る
十
一
カ
国
語
対
応
診
察
補
助

票
や
九
カ
国
語
対
応
服
薬
指
導
本
な
ど
を
作
成

し
、
販
売
し
た
費
用
な
ど
を
活
動
資
金
の
一
部

と
し
て
い
ま
す
。
費
用
調
達
の
苦
労
は
毎
年
毎

年
続
い
て
い
ま
す
。

　
バ
ブ
ル
は
は
か
な
く
は
じ
け
、
急
増
し
続
け

た
外
国
人
の
数
も
こ
こ
へ
き
て
頭
打
ち
に
な
っ

た
よ
う
で
す
が
決
し
て
減
少
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
都
会
か
ら
町
へ
村
へ
と
散

っ
て
い
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
す
。
私
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
や
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
当
分
は
減
少
す
る

気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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人
も
同
様
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
の
が
私
の
方

針
で
す
。
外
国
人
を
差
別
す
る
こ
と
も
な
い
か

わ
り
に
、
日
本
人
に
対
し
て
逆
差
別
に
な
る
よ

う
な
特
別
な
サ
ー
ビ
ス
は
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
開
業
し
て
ま
も
な
く
あ
る
こ
と
が
私
の
頭
を

悩
ま
し
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
診
直
中
に
突
然

か
か
っ
て
く
る
外
国
人
か
ら
の
電
話
で
し
た
。

多
い
日
は
一
日
十
件
近
く
の
医
療
相
談
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
内
容
は
病
気
の
相
談

か
ら
医
療
制
度
の
相
談
ま
で
、
中
に
は
十
分
以

上
話
し
続
け
る
人
も
出
る
始
末
で
一
時
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
電
話
が
パ
ン
ク
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
患
者
の
皆
さ
ん
に
も
迷
惑
を
お

か
け
す
る
と
思
い
、
善
後
策
を
考
え
ま
し
た
。

　
当
時
、
医
療
機
関
で
の
未
払
い
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
外
国
人
を
め
ぐ
る
医
療
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
で
し
た
。
こ

れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
ー
件
一
件
を
よ
く
検
討
し
て

み
る
と
、
外
国
人
や
受
け
入
れ
医
療
機
関
側
の

双
方
が
外
国
人
に
も
適
用
さ
れ
る
医
療
福
祉
制

度
に
つ
い
て
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な
い
こ
と
が
、

こ
と
を
よ
り
深
刻
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か･lllﾘ･

と
い
う
結
論
に
連
し
ま
し
た
。
外
国
人
に
外
国

語
で
日
本
の
医
療
福
祉
制
度
、
医
療
シ
ス
テ
ム

や
病
院
案
内
を
行
う
専
門
の
機
関
が
あ
れ
ば
私

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
ヘ
の
医
療
相
談
電
話
も
減
り
、

外
国
人
に
ま
つ
わ
る
医
療
問
題
も
相
当
数
が
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
よ
う
に
考
え
、
私
が
副
代
表
を
務
め
て
い
る

医
療
専
門
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
日

本
支
部
の
執
行
部
会
で
外
国
人
の
た
め
の
電
話

相
談
機
関
の
設
立
を
提
案
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ム
ダ
）
は
岡
山
市
に
本
部
を
置
く
国
連

登
録
国
際
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
り
、
ア
ジ
ア

を
中
心
に
十
八
力
国
に
支
部
を
持
ち
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
旧
東
欧
な
ど
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を

中
心
に
現
在
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
の
提
案

に
対
し
て
百
万
円
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
会

員
が
六
人
お
り
、
こ
の
六
百
万
円
で
平
成
三
年

四
月
、
東
京
・
世
田
谷
の
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ

ョ
ン
の
二
室
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
は
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
以
下

セ
ン
タ
ー
と
略
）
の
活
動
の
根
本
思
想
は
福
沢

先
生
の
実
学
の
思
想
で
す
。
今
、
私
た
ち
が
何

を
す
る
こ
と
が
外
国
人
や
医
療
の
現
場
に
と
っ

て
意
義
の
あ
る
こ
と
な
の
か
。
ニ
ー
ズ
を
適
切

に
把
握
し
、
実
行
に
移
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
こ
の
よ
う
な
組
織
の
存
在
も
い
ず
れ
は
無
意

味
な
自
己
満
足
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
平
成
四
年
十
二
月
か
ら
は
東
京
都
衛
生
局
お

よ
び
助
東
京
都
健
康
推
進
財
団
の
外
国
人
関
連

事
業
を
委
託
事
業
と
し
て
受
け
る
と
と
も
に
オ

フ
ィ
ス
を
新
宿
に
移
転
。
さ
ら
に
平
成
五
年
十

二
月
に
関
西
新
空
港
開
港
を
控
え
、
外
国
人
居

住
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
関
西
地
区
を
対
象

と
し
た
同
セ
ン
タ
ー
関
西
オ
フ
ィ
ス
を
大
阪
に

開
設
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

の
主
な
業
務
は
外
国
人
か
ら
の
、
ま
た
は
外
国

人
に
関
す
る
電
話
医
療
・
医
事
相
談
で
す
。
東

京
オ
フ
ィ
ス
で
は
英
語
、
ス
ベ
イ
ソ
語
、
韓
国

語
、
中
国
語
、
タ
イ
語
で
週
五
日
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
で
週
二
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
、
ベ
ル
シ
ャ

語
で
週
二
日
、
い
ず
れ
も
朝
九
時
よ
り
夕
方
時

ま
で
、
関
西
セ
ン
タ
ー
で
は
英
語
、
ス
ベ
イ
ソ

語
、
中
国
語
を
中
心
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
相
談
件
数
は
東
京
セ
ソ
タ
土
二
、

四
〇
九
件
、
関
西
セ
ン
タ
ー
九
七
七
件
で
し
た
。
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●

ノ
　
‐
7
統
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
、

…
…
…
一
に
ス
を
受
け
る
こ
と

ソ
バ
岨
当
し
て
い
る
の
は
小

二
千
し
‘
ボ
ジ
ア
人
の
通
訳
、

　
ノ
ご
る
中
国
系
カ
ソ
ボ
ジ

　
ノ
ブ
ご
め
る
私
で
す
。
こ

　
レ
し
紺
に
も
十
分
と
は
言

ノ
　
牛
耳
応
す
る
こ
と
が
で

・
犬
上

‘
に
ヽ

』
「
．
一
匹
祭
を
し
た
外
国
人

当
千
へ
言
ぺ
六
三
〇
人
に

し
ソ
ノ
ゾ
レ
み
る
と
断
ト
ツ
に

　
、
犬
士
て
Ｉ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

づ
　

ノ
ダ
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
七

　
　
寸
ド

続
く
ド
ミ
ニ
カ
ペ

　
　
　
ご
う
ソ
Ｊ
づ
…
…
ｍ
・
・
�
．
、

　
　
二
七
三

‐
‐ ．

‐ １
．
．

’
一
一
・
円
光
ヒ
な

　
　
　
上
づ
章
三
／
子
孫
ド
レ

ー
　
　

二
言
不
作
八
千
‘
・
ャ
☆
ノ
ご
＼
ス

　
　
‐

‐
レ
ソ

ー
・

に
一
八

’
・
・
｛
「

ヽ
・
・
‐
・

．
・
万
一
ヽ
ヽ
」

‘
ｆ

乙
ｙ

グ
　
　
ー
≒
・
・

．
言
言
上
戸
二
　
吉
士

・
こ
上
ヽ

一
・

‘ ・
’
一
一
―
　
］

▽
ニ
ー
ー
…
…
…
｛
｝
・
・
・
・
・

・
‘ 一

‐ ‐
″
・

・
｛
光

　
　
寸
土
相
当

、
‐
‐

．
こ
ｗ
Ｊ
・
一
一
７
．
ま

た
外
国
人
患
者
の
八
六
・
一
％
は
何
ら
か
の
交

通
手
段
で
三
十
分
以
内
の
所
に
居
住
し
て
い
る

方
々
で
あ
り
、
こ
の
内
容
は
地
域
医
療
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
ま
で
至
る
道
も
決
し
て
平
坦
で
は
な
く

毎
日
が
勉
強
で
し
た
。
外
国
人
と
い
っ
て
も
話

す
言
葉
、
日
本
に
お
け
る
在
留
資
格
、
宗
教
、

社
会
常
識
、
特
に
医
療
に
関
す
る
風
俗
・
習
慣

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
で
す
か
ら
。
も
っ

と
も
心
を
配
る
の
は
診
療
の
進
め
方
で
す
。
患

者
が
支
払
い
う
る
範
囲
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

常
に
そ
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
、
丁
人
一

人
の
背
景
と
病
気
が
異
な
る
の
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
作
』
り
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
よ
く
お
話

し
あ
い
を
し
て
。
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

・
コ
ン
セ
ン
ト
を
徹
底
さ
せ
る
し
か
方
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
次
に
ヤ
む
の
は
専
門
医
を
紹
介
す
べ
き
か
否

か
と
い
う
。
斜
に
參
て
寸
　
健
康
保
険
を
持
っ
て
い

ヤ
サ
犬
刀
に
奘
士
で
に
全
く
回
し
診
療
内
容
で
も

地
域
穴
水
］
立
病
院
よ
り
も
私
考
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

●方
が
安
い
費
用
で
す
む
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
言
葉
の
問
題
か
ら
私
の
と
こ
ろ
で
診

て
ほ
し
い
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
人
々
は
な
る
べ
く
拝
見
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
が
、
遂
に
専
門
的
治
療
が
遅
れ

て
病
状
悪
化
な
ど
の
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な

い
わ
け
で
こ
の
辺
り
が
判
断
の
難
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
開
業
当
初
は
「
日
本
人
で
す
が
診
て
い
た

だ
け
ま
す
か
」
と
い
う
お
電
話
も
随
分
い
た
だ

き
ま
し
た
。
都
内
な
ら
と
も
か
く
、
私
鉄
で
約

一
時
間
も
離
れ
た
神
奈
川
の
二
地
方
都
市
に
国

際
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
日
本
人

の
方
々
が
不
思
議
に
思
わ
れ
る
の
も
無
理
は
あ

り
ま
せ
ん
。
「
外
国
人
ば
か
り
を
ひ
い
き
し
て
」

と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
こ
と
を
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
心
外
な
こ
と

で
す
。
私
は
外
国
人
だ
け
を
特
別
に
扱
う
つ
も

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
国
人
は
言
葉
の
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
そ
れ
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
だ

け
で
あ
り
、
こ
の
点
を
除
け
ば
外
国
人
も
日
本
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開
す
言
ど
考
え
た
こ
と
も
な
く
、
ひ
た
す
ら

第
一
濠
病
院
で
臨
床
専
門
医
へ
の
道
を
歩
ん
で

　
ゲ
し
ノ
し
か
石
乙
．
近
在
の
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民

平
一
犬
ｖ
よ
ニ
ゾ
タ

ー

つ
嘱
託
医
を
兼
任
し
、
彼

』
・
．
こ
一
一
］
一
一
．
・
．
・

’
．

』
’
．
．
涌

‘ ”

’
ゝ

瘤
ク

ー
爪

ざ

か
わ
る
よ
う
に
な
っ

で
、
。
Ｊ

・
・
・
ヅ
ズ
付

‘
、
一
包
Ｔ
こ
が
あ
り
ま
す
．
そ

‘
レ
　
　
ず
詣
か
加
暫
で
き
７
い
人
々
に
と
っ
て

一
一
「
・
ご
　
上
一
・
」
ヘ
ー
一
庭
を
受
一
江
を
Ｉ
と
が
い
か
に
む
ず
か

し
…
…
’

よ
1
‐

1
‐
‐
．
ヽ
ヽ
ヽ
「
．
一
一
’
・
‐
１
一
’
」
・
、
・
ゝ
．
一
一
一
一
己
渠
が
通
じ
な
い

…

…
上
宍
．
’
・
｝
・
．
．

『
『
・

ｙ
・
’

ゝ
・

’ ヽ
一
一

’
｛
一
丿
一
．
‐
‐
‐

‐ ‐
・
．
‥

ｆ
『
・

』
．
．
・
－
．
’
］
・
】
‥
一

・
ぃ

・
、

’
号
」
と
に
な
っ
て

　
こ
・
　
　

・
几
ト
ジ
サ
辻
丁
…
…
一
・
．
．
一
「
．
Ｊ
ぃ
・
ヽ
ｙ
Ｊ
べ
Ｊ
Ｆ
ｆ

’
‘ 」

、
い
と
ま

　
　
　
　
１
　
１
．
　
１
１
１
　
１

１
１

１
　
１
１
１

１
１
１
‐
‐
１
１
１
１
１
‐
．
’
１

‐
‐

．
１
１
ａ
Ｓ
．
ＩＳ
■
ｊ
ｌ

ご
言
上
千
万
へ
．

　
…
…
…
…
・
Ｊ
’
Ｊ
曳
午
一
二
⊃
万
人
を
越
え
る
外
国

・

☆
ヤ
プ
ド
入
厘
録
街
し
て
誰
ら

‐
1
一
三
’ ぃ

て
い
ま
す
．

こ
｛
　
俳
八
尋
回

４

好
む
と
好
ま
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
国

際
化
は
進
ん
で
い
る
の
で
す
。
地
域
の
国
際
化

は
世
の
流
れ
と
い
う
世
論
が
あ
る
一
方
、
地
域

行
政
レ
ベ
ル
で
み
る
と
彼
ら
を
地
域
住
民
と
し

て
受
け
入
れ
る
た
め
の
提
言
は
活
発
に
行
わ
れ

る
も
の
の
具
体
的
対
策
・
対
応
が
何
ら
実
行
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
私
の
印
象
で
し
た
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
外
国
人
が
地
域
住
民
と
し
て

生
活
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
彼
ら
を
地
域
住

民
と
し
て
日
本
人
同
様
に
受
け
入
れ
る
医
療
機

関
が
あ
っ
て
も
当
然
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う

な
医
療
機
関
を
設
立
し
、
地
域
医
療
に
尽
く
す

こ
と
が
私
の
天
職
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
て

か
ら
四
ヵ
月
、
平
成
二
年
一
月
に
勤
務
し
て
い

た
公
立
病
院
か
ら
ほ
ど
近
い
所
に
通
訳
付
き
の

小
林
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
側
業
し
ま
し
た
。

　
開
業
準
備
中
の
思
い
出
と
い
え
ば
近
隣
に
お

住
ま
い
の
方
か
ら
「
難
民
な
ど
と
い
う
人
達
が

う
ろ
つ
く
と
治
安
が
悪
く
な
る
の
で
や
め
て
ほ

し
い
」
と
い
う
匿
名
の
お
手
紙
を
二
通
い
た
だ

い
た
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
あ
れ
か
ら
七
年
、

何
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
英
語
、
韓
国
語
、
北

亀
’
ｙ

療
ｙ
。
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●

予
定
な
の
で
、
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
思
う
が
、

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
ど
う
対
応
す
れ
ば

い
い
か
、
何
か
知
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
も
の
だ
。

　
お
も
し
ろ
い
の
は
、
外
国
人
の
相
談
を
問
い
て

い
る
と
、
日
本
の
医
療
の
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
「
背
骨
に
問
題
が
あ
る
た

め
、
注
射
を
打
た
れ
た
。
副
作
用
は
出
な
い
と
言

わ
れ
た
の
に
、
帰
宅
後
し
ん
ど
く
な
っ
た
。
医
師

は
英
語
を
話
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
れ
て
い
な
い
と
感
じ
、
今
ま
で
の
治
療

も
正
し
い
も
の
か
ど
う
か
不
安
で
あ
る
」
と
い
っ

た
相
談
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
「
薬
の
名
前
が
わ

か
ら
な
い
」
「
い
つ
ま
で
通
院
す
れ
ば
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
」
「
先
生
が
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
く
れ

ず
、
ち
ゃ
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
る
の
か
不
安
」
な

ど
な
ど
、
日
本
人
の
患
者
が
不
満
に
思
い
な
が
ら

宮地尚子

みやじ．なおこ

●

も
仕
方
な
い
と
あ
き
ら
め
て
き
た
問
題
が
、
き
っ

ち
り
外
国
人
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
生
き
た
国
際
協
力
と
い
う
の
は
、
援
助
す
る
側

に
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
跳
ね
返
っ
て
き
て
、
自

分
た
ち
の
居
ず
ま
い
を
正
さ
せ
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
実
感
と
し
て
感
じ
る
。

・
地
球
規
模
の
想
像
力
を
持
っ
て
い
れ
ば
・

　
私
自
身
の
活
動
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
大
学
で

の
教
育
・
研
究
も
、
国
際
協
力
に
関
わ
る
も
の
だ
。

先
日
、
他
の
大
学
の
国
際
保
健
の
コ
ー
ス
で
、
「
開

発
途
上
国
の
女
性
の
健
康
」
と
い
う
講
義
を
し
た
。

女
性
の
男
性
に
対
す
る
人
口
比
率
が
普
通
よ
り
少

な
い
国
が
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
世
界
で
一
徳
人
の

女
性
が
「
い
な
く
な
っ
て
い
る
（
Ｋ
Ｉ
｛
函
｝
」
と

計
算
で
き
る
こ
と
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
女
児

の
選
択
的
中
絶
や
殺
宍
栄
養
摂
取
の
男
女
差
、

病
気
に
な
っ
た
時
の
処
置
の
男
女
差
、
危
険
な
中

絶
や
妊
娠
・
出
産
に
伴
う
死
亡
な
ど
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
、
資
料
を
交
え
て
話
し
た
。
講
義
の
最
後

に
感
想
を
書
い
て
も
ら
っ
た
の
だ
が
、
現
状
を
知

っ
て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
い
う
も
の
か
ら
、
国
際

経
済
と
の
関
わ
り
な
ど
鋭
い
指
摘
を
す
る
も
の
ま

で
レ
ベ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
が
ら
、
大
い
に
刺
激
を

受
け
た
様
子
が
見
ら
れ
た
。
中
に
は
「
女
性
で
も

国
際
協
力
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
ね
」

と
い
っ
た
感
想
も
あ
り
（
つ
い
で
に
着
て
い
る
服

を
誉
め
て
く
れ
た
学
生
も
い
た
）
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

と
し
て
も
少
し
は
役
立
っ
た
か
な
、
と
思
っ
て
い

る
。

　
中
満
さ
ん
言
う
と
こ
ろ
の
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」

の
上
が
る
場
所
に
い
な
く
て
も
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ

ー
ス
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
に
い
な
く

て
も
、
「
国
際
協
力
」
は
可
能
だ
と
私
は
思
っ
て
い

る
。
要
は
、
地
球
規
模
の
想
像
力
を
待
ち
な
が
ら

活
動
す
る
こ
と
、
ア
ン
テ
ナ
を
鋭
く
し
て
お
く
こ

と
で
あ
る
。
地
球
環
境
問
題
が
、
一
人
一
人
が
毎

日
の
生
活
方
法
を
変
え
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
よ

う
に
、
国
際
協
力
は
、
自
分
の
日
常
生
活
の
中
で

出
全
う
隣
人
と
協
力
し
合
う
こ
と
か
ら
し
か
、
始

ま
ら
な
い
。

　
国
際
協
力
が
、
工
藤
さ
ん
の
言
う
よ
う
に
、
人

間
が
高
等
動
物
で
あ
る
か
ど
う
か
の
試
金
石
で
あ

り
、
中
満
さ
ん
の
言
う
よ
う
に
、
国
際
責
任
分
担

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
今
回
の
筆
者
、
中
清
泉
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
本
部
政
策
局
局
長
専
任
補
佐
胃
、
四
月
よ
り
国
連
本

部
に
転
勤
）
、
工
藤
絵
理
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
ロ
ー
マ
本
部
リ
ソ
ー
シ
ズ
・

オ
フ
ィ
サ
ー
）
の
三
人
が
交
代
で
執
筆
し
ま
す
。
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ｒ
－
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－
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－
－
－
－
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－
Ｉ
ｒ
ｒ
　
－
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１

宮
地
尚
子
（
雰
り
む
お
こ
）

ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

■
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
関
西
代
表
、
医
師

日本も国際協力の
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
民
・
飢
餓
・
病
気
な
ど
が
待
ち
受
け
る
土
地
で
活

「
晃
場
で
あ
る
　
躍
す
る
日
本
人
女
性
た
ち
。
彼
女
た
ち
を
国
際
協
力

　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
一
　
　
　
　」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
駆
り
立
て
る
カ
は
い
っ
た
い
何
な
の
だ
ろ
う

　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
ロ
ー
マ
と
、
華
や
か
な
「
現
場
」

の
報
告
か
ら
一
転
し
て
、
ま
た
日
本
の
見
慣
れ
た

風
景
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
国
際
協
力
の
現
場

と
言
う
と
、
紛
争
地
で
あ
っ
た
り
難
民
キ
ャ
ン
プ

で
あ
っ
た
り
、
ゆ
っ
た
り
文
化
的
な
生
活
が
で
き

な
い
よ
う
な
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
だ

ろ
う
か
ら
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
や
ロ
ー
マ
も
人
に
よ
っ

て
は
「
現
場
」
と
は
み
な
さ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
回
私
は
、
国
際
協
力
の
「
現
場
」
と
し
て
の
「
日

本
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
言
い
た

い
こ
と
は
、
日
本
も
国
際
協
力
の
立
派
な
「
現
場
」

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
良
い
見
本
か
ど

ぅ
か
・
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
つ
の
例
と
い
う
意
・
休

で
、
私
が
現
在
し
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
よ
う
。

・
　
浮
き
彫
り
に
な
る
日
本
の
医
療
問
題
　
・

　
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
わ
た
し
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

と
い
う
医
療
分
野
の
国
際
協
力
を
め
ざ
す
Ｎ
Ｇ
・
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
’

団
体
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
の

重
要
な
柱
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
海
外
で
の
災
害
救
助

活
動
な
ど
の
他
に
、
国
内
に
住
む
外
国
人
へ
の
医

療
援
助
活
動
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
具
悸
同
に
は

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
と
い
う
組
織

を
東
京
と
大
阪
に
置
き
、
外
国
人
か
ら
の
相
談
に

電
話
で
対
応
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
東
京
は
設
立

し
て
六
年
、
セ
ン
タ
ー
関
西
は
三
年
を
超
え
、
そ

れ
ぞ
れ
相
談
の
延
べ
件
数
は
一
万
三
七
九
四
件
と

三
一
四
二
件
に
上
っ
て
い
る
。
私
は
セ
ン
タ
ー
関

西
の
ほ
う
の
代
表
を
し
て
い
る
。

　
電
話
相
談
と
い
っ
て
も
、
直
接
そ
こ
に
医
者
が

常
駐
し
て
、
問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
外
国
人
が
待
つ
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
問
題
に

対
し
て
、
適
切
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
た
り
、
日

べ
］
円
刎
帽
雁
制
度
を
説
明
す
る
な
ど
の
「
情
報

の
提
供
」
を
行
な
っ
て
い
る
の
だ
。
要
は
、
外
国

人
と
医
療
機
関
の
橋
渡
し
、
ま
た
は
外
国
人
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
。

団
体
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
で
あ
る
。
相

談
は
い
ろ
い
ろ
な
国
の
言
葉
で
か
か
っ
て
く
る
か

ら
、
各
国
語
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が

活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
最
近
で
は
こ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
。
仕
事
中
の
事
故
で
脳
を
挫
傷
し
足
を
骨
折
し
、

入
院
中
の
ア
ラ
ビ
ア
語
圈
出
身
の
男
性
が
、
言
葉

が
通
じ
な
い
せ
い
か
夜
に
痛
が
っ
た
り
精
神
的
に

不
安
定
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
転
院
し
て
も
ら

う
か
、
英
語
か
ア
ラ
ビ
ア
語
の
で
き
る
人
に
夜
付

き
添
っ
て
ほ
し
い
と
病
院
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
と

い
う
も
の
だ
。
こ
の
場
合
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
話

せ
る
医
師
の
い
る
病
院
と
、
外
国
語
大
学
の
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
、
事
態
は

好
転
し
た
よ
う
だ
。

　
医
療
機
関
側
か
ら
の
相
談
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
国
籍
性
別
不
明
で
超
過
滞
在
中
の
患
者
さ
ん
が
転

院
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
手
術
を
す
る
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ヨ本;こおけるに宍床医家のための熱帯病診療について

　　ーずれこフザメアを中心としたインターネット訪川一

Consultation of Tropical Disease for Clinician in Japan

　　　ΞこそｄﾄﾞﾐUtilizationof lnternet for Malaria

東京女子医科大学国際環境･熱帯医学教室

　　　楽　　得　　康　　之

　　　　　　　　　はじめに

　近年，交通手段のめざましい発達，とりわけ航空

機の発達比人々の国境を越えての移動を頻繁かつ

裳弓なりこい.た．

　加えて，円をによろ企業の海外投資，空前の海外

旅行プー.'.孵,こより．ヨ本人の年間海外渡航者数は，

1996年度迂雀に1600万人を越え，2000万に迫る勢

Ｊであろ．

　そこ)結尿，寄生虫，AIDS等を含めた熱帯感染症

'Tro｡lcalnfEt.ioug Digease)が，思いがけない時

乙　またはこれ.まで想像できなかった場所で我々を

考かすよj'になってきた1996年の大阪府堺市のO

-lg7.づ嘔三FTクリプトスポリジウムの集団発生は

まだｙ唯にi7しい．これらは総括して．熱帯医学

jTrc･ica Medicine).旅行医学(TraveI Medicine)

1･こおけるEmerging and Re-emerging lnfectious

Diseasesと言われる．

　なかでもマラリアはいわゆる旅行下痢症(Trav･

e!er'9 Diarrhea)と並んで最も頻度が高い輸入感染

症であり，今日の自然・社会環境の変化が，今まで

マラリアが沈静化していた地域に再び流行をもたら

すようになってきた．これは地球の温暖化，大規模

な自然災害．道路やダム建設や開発事業による自然

破壊，難民・移民による人口移動．村落の都市化等

が要因である．

　例を挙げると，1996年の春にアフリカのジンパプ

エ国では100万人以上が感染したマラリアの大流行

が起こり，数千人が熱帯熱マラリア1,Plasmodi147y1

犀cil)(m4m）の脳性マラリア（Cerebral Malaria）で

死亡した．その原因として，この国は長い間マラリ

アの流行がなく，人々がマラリアに対して関心が薄

れていたところに，例年になく雨量が多く，マラリ

ア原虫が寄生するハマダラカが多数発生したことが

考えられる．最近では，これと同様のマラリア流行

が世界各地で発生している．

　日本においても，文頭で述べた国際化の影響によ

り,年間約120人のマラリア愚考が報告されており，

今後も増加するものと予測される．特に注目すべき

点は，我が国は先進諸国の中でも，悪性マラリア

（Malignant Malaria）といわれる熱帯熱マラリア

による死亡率が，他の先進諸国に比べて増加してい

ることである．

　このことは我が国では，①マラリアの正確な診断

と適切な治療ができる医師が少ないこと，特にイン

ターネットを利用した熱帯医学・旅行医学の知識を

得ていないこと，②抗マラリア剤の流通経路が複雑

なことが主たる原因でマラリアが重症化するからで

ある.

　　　　　I.開業医・勤務医の重要性

　日本国内のマラリアは根絶されているので，国内

で発生するマラリアはすべて海外で感染した輸入マ

ラリア（lmport Malaria）である．従って，国内の

マラリア対策は，最初の診療機関の医師が，正確な

診断を下し，適切な治療を行うことに尽きる．
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　　　現在の日本においてはドマラリア流行国で常時行

　　一一jれて・る瞑介蚊対策(vector ControD を中心と

　　＼.かマラ'Jア対策を施行することは全く必要がな

　　プマラ．･ア目ﾌｺﾞ三大徴候(Trias)は発熱(Fever)，

　　ｶ季リSヮタnoTiべgjv)に紡血(Anemia)であり，熱

　　肩パ犬ろこトが多いが，マラ‾リア罹患患者の必発

　　j=･=4…………=-:゛s;=肺･で1呑こ=る，発熱=ソた場合，患者は大学病院

　　……,阿=啜……乙,-;そ',りま啼でに矢院．診療所等で受診す

　　　こいj･::嘔万'lejjj_.第,一線=の鼎1業医，勤務医がマラリア

　　寸寸ﾐ:………1レ………矢{'1'l･,を身i･こ付けておかなければなら

　　7-いことぞ裔昧している．発熱患者はあまり専門に

１　てろことなく，先ず最初に掛かり付けの医師を頼っ

　　ぺ･べづ岑専今が考いので，例えば，皮膚科，耳鼻

　　lj参考iレ奈落写科等の専門を掲げて開業している医

　　　デゴツパTもマラリアの知識は大切である.

　　　　　　　　:｢一　詳細な問診の必要性

　　　∃=｣於肺=々1に発熱患者が来院した場合，先ず最近の

　　サダ弗午讐，斧外渡航歴を聴取する．その際には，

　　ゾり剔ぺかかてでも寄った空港を含めて．マラリア流

　　づ吋に9リ即でも潜在したことがあるか否か，それ

　　ｰず質理ﾊL｣ゴり部，国境地帯なのか，国名だけでな

　　‥芦･リゾか僅'所．期間を丁寧に聴取しなけれぱな

１

ら1rL1 ヤャ士らば，過去にインドの空港で給油中

づ:氷ぷ………･,,jy･ヽマダラカにより熱帯熱マラリアに感

j!=……，:･万=12ﾆＬ;ﾀ,r例力1あるからである．場合によって

M……J7j;一一1･-t,-1･持参してもらうことが必要となるこ

白≒1･- :?='

　患者の渡航先についての正しい情報を得るために

ｔインター一一.ネット等の情報で．どの地域にどんな

1回のマラ1.７が多いか，薬剤耐性マラリア蚊は存在

－るか否かを検索することがマラリアに対処する上

て闇ヽ要不可欠である.

　　　　　　　　111.診断の手順

　発熱患者にマラリアの疑いがあると診断した場

'氷蔵層血液塗抹標本を自ら作成する．薄層血液塗

抜法(Thin Film)は耳菜または指頭から血液１滴を

スライドグラスの一端に採り，他のスライドグラス

またはカバーグラスで血液を塗抹する．乾燥後メタ

ノールで約５分間固定し同様にギムザ染色を30分

行う．もし，顕微鏡診断や手技に不安があるなら，

第55巻第１号

室，医動物学教室，寄生虫学教室に依頼し，染色お

よび顕微鏡診断を委託することを薦めたい．標本は

数枚用意するのがよい．アフリカの一部で行われて

いるマラリア用のField's Rapid Stain もあるが，日

本においては基本は薄層ギムザ染色血液塗抹法標本

の顕微鏡観察でなければならない．

　マラリアに関しては正確な診断に基づいて，適切

な治療が必要であることはいうまでもない．発熱患

者に対して抗生物質，解熱剤，消炎鎮痛剤を投与し

様子をみるという無方針の薬剤投与は，ことマラリ

アに関しては決してあってはならない.なぜならば，

熱帯熱マラリアは，発熱後５日以内に適切な治療を

行わなければ，50％の確率で死亡すると言われてい

る．抗生物質，解熱剤，消炎鎮痛剤が無効のため，

熱帯熱マラリアが短期間に悪化し，時として取り返

しのつかない事態を招くことが実際に起こってい

る．後に医療訴訟のような不幸な結果を招かないた

めにも，常日頃よりマラリアのことを頭の片隅に止

めておくことが望まれる．

　　　　　　ＩＶ．診療で陥る問題点

　実際の診療で開業医・勤務医が陥る問題点として

以下のことが挙げられる．①マラリア患者を今まで

に診察したことがないための不安②薄層血液塗抹標

本,ギムザ染色の手技の未熟③顕微鏡診断時,４型あ

るマラリアの判別，Stageが分からない④マラリア

予防薬，治療薬の入手法，使用法が分からない等で

ある．

　これらの問題点を解決するために，一番よい方法

は｢人に聞く｣ということである．つまり，専門家

に電話，ＦＡＸ，もしくはインターネットのメーリン

グディスカッションで尋ねることである．

　　　　　Ｖ．インターネットの効用

　このような状況の中で，熱帯感染症に対する正確

な診断，適切な治療を行うために，熱帯感染症の世

界的規模で動向の最新情報を必要時,誰でも24時間

(24Hours-7Days)入手することでき，また熱帯医学

専門家への相談が容易に可能な社会的システム作り

が求められている.第一線の医療関係者にとっては，

それらの情報を迅速に入手し，診療に活かすことが

重要な課題である．

　インターネットを利用した情報伝達は，情報の速

メタノール固定まで行った標本を大学の熱帯医学教　　さ，量ともに今までのそれと比較すると格段に優れ
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ており，これを利用した医療情報の伝達は急速に進

歩してきている．また近年，老若男女を問わず，あ

らゆる分野でインターネットの利用者が急増してい

る．

　そこで1996年12月現在，マラリアを中心とした

熱帯感染症の最新動向を入手できるインターネット

情報（ホームページ）を紹介する．しかし．医療情

報は常にUp-to-Dateでなければならず，ホームペ

ージで得た情報は参考範囲に過ぎないと考えなけれ

ばならない．従って，医療関係者は常に最新情報を

探り．相互に情報交換する努力を怠ってはならない．

以下，実際のインターネットによるホームページの

アドレスを示す.

　1）日本寄生虫学会（JSP）

　【Japanese Sodety of Parasito】ogy）

　http://www..med. uoeh-u. ac. jp/～parasite/

日本寄生虫学会の公式のホームページ．寄生虫疾患

の相談も受け付けている.

　2）海外勤務健康管理センター（JOHAC）

　（Japan overseas Health Administration Cen-

ter）

　http : //super. win.or.jp/～johac/

海外日本人会の健康診断日程等が分かる.

　3）マラリア情報ネットワーク

　http : //malaria. himeji･du.ac.　jp/IPublic/

malaria-net･j/home.html

　海外渡航者の為の医療情報サービス．ＷＨＯ発行

のlntemational Travel and Health （海外旅行と健

康）の日本語釈はここで見ることができる.

　4）国立予防衛生研究所（NIH,Japan）

　（National lnstitute of Health, Japan）

　http://www..nih.go.jp/yoken/index.html

　病原微生物検出情報「月報」の一部が英語版で公

開されている．現在．日本語版も検討中.

　5）国際協力事業団（JICA）

　（Japan lnternational Cooperation Agency）

　http://www..ific.or.jp/

　日本政府開発援助（ODA）の実施機関として開発

途上国の健全な社会・経済発展のため，様々な協力

活動を展開しているJICAの公式ホームページ.

JICA活動の多方面における情報を入手可能.

　6）The Amerjcan Society of Paruitologists

　http://www.museum. unl.edu/asp-image/

aspjava.html
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　米国寄生虫学会公式のホームページ．（英語版）

　7）World Health organization WWW Home

　　Page

　http://www..who.ch/

　世界保健機構（ＷＨＯ）公式ホームページ.WER

（Weekly Epidemiological Report）はここから取り

出して印刷可能.

　8）CDC Home Page

　http://www..cdc.gov/

　米国伝染病予防センター（CDC）のホームページ．

　米国CDCが一般向けに公開している海外旅行者

向けの疾病情報.海外旅行時の健康に関する諸注意，

予防注射の必要性，地域別の疾病の危険度等，有用　●

な情報が多い．

　同様にCDC発行のMMWR（Morbidity　and

Mortality Weekly Report）やEmerging and Re･

emerging lnfectious Diseases等はこのホームペー

ジから取り出して印刷可能.

　＊米国アトランタにあるCDCの情報提供

　米国アトランタにあるCDCには常時電話，Ｆａｘ，

インターネット等により，特に開発途上国における

旅行上の問題について情報を提供してくれるサービ

スがある．例えば，ＣＤＣ ＦＡＸ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＳＥＲＶＩＣＥＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＴＲＡＶＥＬ ＤＩＲＥ-

ＣＴＯＲＹでは先ず，404-332-4565でＣＤＣ ＦＡＸ

ＳＥＲＶＩＣＥを呼び出す.以後は指示に従い,希望の情

報を６桁の番号で入力する．詳細はCDCから情報

を入手するとよい．年間40万件，100万ページに及

ぶＦＡＸ情報を送っている.

　9）ASTMH-American Society for Tropical　●

　　Medicine and Hygiene

　http : //members. aol.com/astmhweb/index.

html

　米国熱帯医学会（ＡＳＴＭＨ）公式ホームページ．

全米のTrave1 Medicine専門医に直接アクセスで

きる.

　10）Outbreak

　http://www..outbreak.org/cgi･unreg/dynaser-

ve.exe/index.html

　1995年のアフリカのザイール国におけるエボラ

出血熱流行を契機に作製されたホームページ.

　Emerging and Re-emerging lnfectious Diseases

に関する情報も取得できる．
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　11）Malaria Databa8e

　http://www..wehi.edu.au/biology/malaria/

who.html

　Walter Elisa HaII（Australia）から発信されるホ

ームページで，主に熱帯医学専門家を対象としてい

る．一般向きではない.

　12）Malaria Antigen Database

　http://www..vub.ac.be/malaria/mad.htm1

　マラリアワクチン研究家のためのホームページ.

　13）Entomology lndex of lnternet Resource8

　http://www..public.iastate.edu/～entomol･

ogy/ResourceList.html

　主に熱帯感染症の媒介する昆虫学（Entomology）

のホームページ.

　14）Malaria（WHO/CTD）

　http://www..who.ch/programmes/ctd/dis-

eases/mala/malamain.htm

　世界保健機構（ＷＨＯ）によって特定熱帯病と指定

されている疾病に関する基礎的な知識と世界の現況

等がｗｗｗで提供されているホームページ.

＊これらのホームページは医療関係者以外の一般の

人も見ることができ，著作権の問題，例えば，これ

らをコピーして配布することは可能か否か等につい

ては，現在のところ未解決である．この問題に関し

て，第14回国際熱帯医学･マラリア大会（長崎）の

Travel Medicine セッションにおいても，活発に討

議されたことを付け加えておく．

　また，海外渡航者等が熱帯感染症が心配される地

域に赴く際，そこにどのような病気があるか，或い

は海外から帰国した人が発熱を訴え来院した際，何

を考えなければならないか，このような疑問に対し

て，国名または地域名を入力すると，地図，主な感

染症，その治療法，マラリアがある地域ではクロロ

キン等の薬剤感受性の有無，その他情報が数秒間で

画面に示されるソフトウェアが海外では数社から発

売されている．その代表的なものとして,Gideon（イ

スラエルと米国），ＴＲＡＶＥＬ　ＣＡＲＥＴｓ，

ＴＲＡＶＡｘｎ４等がある．

　尚，コンピューターの機種はWindows95が走る

機種ならば充分である．しかし，米国医療関係者に

はマッキントッシュ・コンピューターが主流となっ

第55巻第１号

ている．

　熱帯医学を専門としている者では，どの地域にど

のような病気があるか等はほぼ把握しているが，初

心者または専門外の者が同様に診断を下ずことは，

非常に困難極まりない．それを日本で第一線の開業

医，勤務医がコンピューターに国名，患者の症状等

を入力するだけで，病名，治療法が簡単に得られる

のは画期的である．私が使用したところ国名，症状

を入力しただけで,80～90％正確な診断が得られた．

　またインターネット・ホームページの現状は英語

版が日本語版に比べて，格段に優れており，情報量

においても大変豊富である．英語版ホームページを

利用するために，かなりの英語力を要求されるのが

実情であるが，日本での医療情報入手は私が記載し

た1）～4）の日本版ホームページからの情報で充分

だと思われる．

　　　　　　　　　おわりに

　これまでにも述べたように，インターネットの長

所は，国や組織の枠を超え，世界中に広くつながっ

ていること，比較的便利かつ迅速に情報を入手でき

ることである．

　しかし，インターネットが手紙，電話，Faxに全

く取って変わるというものではない．どんなにイン

ターネットの通信網が発達しても手紙で伝えたいこ

とがあるだろうし，相手の声が聞け，その場で反応

が分かる電話の良さもある．電話する勇気がない時

や手紙では重く，堅苦しく感じる時ならば，Faxを

利用すればよいであろう．

　これらのことを考慮した上で，インターネットを

医療に活用することが望ましい．今後の医療はます

ますボーダレス化が進み，戸惑うことも多くなるで

あろうが，インターネット活用が最良の道標となる

ものと思われる．

　この原稿を執筆するにあたり①第14回国際熱帯

医学・マラリア学会（長崎・1996年11月17日～22

日）②第５回国際医療協カシンポジウム（東京･1996

年11月25日）において，数多くのセッションやパ

ネルディスカッション等に出席し，それらを参考に

私なりにまとめた．御指導下さった熱帯医学専門家

諸先生方に深謝致します．
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JICA専門家派遣前研修へのおすすめ
妹尾　笑樹

　JICAと地方自治体である新潟県とAMDAの協カプロジェクトとして始まる、ザンビアプ

ライマリーヘルスプロジェクトを皆さんはご存じでしょうか？

　国、地方自治体、ＮＧＯの３つが、プロジェクトの立案の段階から協力してプロジェクト

を実施する初めてのケースといえ、注目されているプロジェクトです。

　そのプロジェクトに保健教育担当として派遣されることとなり、この度専門家派遣

前研修を５週間に渡り受講しました。 ＮＧＯのレベルでは派遣前研修の必要性は認識してい

ても､実際に実施するのはかなり難しく、簡単なオリエンテーションだけで派遣しているの

が現状です。JICAが年間を通して８回実施しているこの研修について、簡単に紹介したい

と思います。　　　　　　’

　まず５週間の研修の内、初めの2週間は一般研修、残りの３週間は語学研修になっていま

す｡一般研修の内容は名前の通り一般的なもので､海外での生活や仕事の上での注意点やア

ドバイス、JICA､ODAの歴史や現状、異文化への適応、専門家の役割やケーススタディ等、

その後半から各派遠国毎に任国事情を受講し、派遣国の歴史､現状から生活状況など、ざっ

くばらんにその国から帰国された方と話せる機会が設けられています｡また､各自の選択に

よって受講できる選択科目があり、コンピューター、救急法、ビデオ、ＯＨＰ、プレゼンテー

ション等の中から組み合わせて興味のある講義をとれるシステムになっています｡わたしは

コンピューター、ＯＨＰ、プレゼンテーションの３つを受講しましたが、中でもＯＨＰやプレ

ゼンテーションは有意義な内容でした。

　ＯＨＰの場合、いろいろ工夫した使い方、発表方法、インパクトの与え方等を理論と実践

をおり混ぜながら学びます｡プレゼンテーションも同様に効果的なプレゼンテーション方法

を学び、最後に各自が10分間のプレゼンテーションを行いお互いを評価しあいます。プレ

ゼンテーションの苦手な日本人には良い機会です｡この様にして一般研修は進められていま

す｡確かに一般研修も必要と思われるポイントが盛り込まれていて内容の濃いものでしたが、

私が自信をもって紹介するのは残りの語学研修です｡これは英語だけでなくスペイン語､タ

イ語､ポルトガル語などの各派遣国に応じてクラスが分かれています｡私の場合ザンビアは

英語圈なので英語のクラスを受講しました。まず能力別にクラスが編成され、１クラス5～

10名ほどに分かれます｡講師は日本人、ネイティブスピーカーのミックスですが、内容が驚

くほど素晴しい｡何かそんなに素晴しいかというと、日本人の弱点とされるポイントがこれ

でもか、これでもか、というくらい盛り込まれているのです。カリキュラムを簡単に紹介し

ますと、論文の組み立て方､グラマー、プロポーザル、スピーチ、プレゼンテーション、ディ

スカッション、交渉と分かれています｡各々を簡単に説明しましょう。論文の組み立て方は

英語の論文を書く上でのポイントや短文､長文の組み立て方を理論的に学び､限られた時間

内に論文を書く練習を行います｡グラマーは日本人特有の間違いを例に挙げブラッシュアッ
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　　プをはかります。ブロポーザルはカバーレター、紹介、現状、問題点、解決策、結論の流れ

　　を一つずつ学びながら、グループワークで一つのプロポーザルを完成します｡最後にそのプ

　　ロポーザルを発表し意見交換をします｡スピーチは各自が派遣国での歓迎合におけるスピー

　　チを考え､実際にスピーチを行い評価を受けますっプレゼンテーションは実際に発表するま

　　での構想の組み立て方､効果的なマテリアルの工夫を学び､最後に各自自由なトピックを選

　　んで30分の英語のプレゼンテーションを行い評価をうけます。（ちなみに私のトピックは

　　”The advantages and disadvantages of Japanese NGOs” でした）。ディスカッションは一つの

　　話題をグループワークで要約したり、意見交換をします｡交渉はテキストに挙げられている

　　派遣国先での問題点について2者の立場に分かれ実際に交渉を進めていきます。これがさす

　　がに歴史の長いJICAのテキストだけあって、実際に起こった問題が記載されておりリアル

　　です｡例えばローカルスタッフとJICA専門家の給料の大差がもとで関係が悪くなったり､時
１　

間外の仕事に対するローカルスタッフのクレームであったりと臨場感溢れる交渉が経験でき

　　ます。日本語で受講しても内容の濃いものだと思いますが、それを全て英語でするので、ま

　　さに派遣先で役立つ内容になっています｡多分これだけの内容を効果的に短期間で学べると

　　ころはJICAしかないでしょう。（私はけっしてJICAから宣伝を頼まれた訳ではない）こう

　　いう内容を学びたい方にはお薦めです。勿論初心者レベルもあります。この語学研修は

　　NGOメンバーも受け入れ可能で受講料なしでOK！だそうです｡年間通じて8回開講されて

　　おり、５週間、１日６時間と少々ハードかもしれませんが、特に海外経験があってコーディ

　　ネーターなどをされる方にはピッタリのコースではないでしょうかリ場所は勿論､東京で

　　市ケ谷のJICA国際協力研修所で行われます。地方の方には宿泊費が自己負担になりますの

　　で少し難しいですが､研修だけでなく東京での生活も満喫できる特典が付いています｡私は

　　5週間で都内のデパートを隅から隅まで歩き廻り、買い物女になったり（新宿高島屋がお薦

　　めですＯ、あのドラマ「踊る大捜査線」の舞台になった最近流行りのお台場へ行って列に

　　並んでフジテレビの球体望遠台に上がったり、地方には来ない洋画を見たり、サントリー

ｌ　ホールでコンサートを問いたりととても楽しい５週間でした｡もしこの研修に興味のある方

　　がいらっしやいましたら､AMDA東京オフィスにご連絡下さい｡また受講者が色々な分野の

　　方なので､そういった交友も楽しいものです｡私のクラスには製紙関係のお仕事で特許をい

　　くつもお持ちの私の２倍以上生きて来られた大先輩を初め､研旅中のカラオケ友達だった電

　　話通信と大蔵省の方々､電力発電専門で海中のシステムにクラゲが引っかかりその対策を教

　　えて下さった方､私がずっと独身だと思い込んでいたのに実際はアメリカ人の旦那様をお持

　　ちの教育関係の方、スリランカに6～7年滞在されていて今回はガーナに行かれる方、同じ

　　看護婦さんで看護教育に携わっているスリランカの言葉がペラペラの方､ケニアで飛行機の

　　免許をお持ちの18年以上海外生活をされている方等々､､、日本ではなかなかお目にかかれ

　　ない方々と会える良い機会でもありました。
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老犬保健施設

作業療法土

すこやか苑

奥田真由美

　私は1993年4月より96年８月までアフリカのタンザニアに青年海外協力隊員として赴任

していました｡任地はタンザニアの大部ダルエスサラームの大学病院で､3代目の日本人OT

（作業療法士）でした。この［印こOTはいないので、RPT（理学療法士）に技術を伝えるとい

うことで赴任しました。主な患者層はCVA脳血管障害）後遺症、整形外科疾患、CP（脳性

マヒ）などで、対象年面丿層は新生児から老人まで様々でした。最初のうちは、言葉も文化も

遠うこの現場をどうやって乗り切ろうか､それだけを考え続けた日々でした｡やっとなれて、

スムーズに勅けるようになったら任期が終わってしまいました。OTという新しい治療概念

がたった2、3年の個人の努力で根付くものではありませんが、任期終了間近に私にとって

止れられない出来事がありました｡私の任期の最初の頃からの患者さんに､片麻蝉と痴呆症

状を星していた神父がいました。彼はいつも同じシスターに連れられてFrとoTの訓練を

受けに来られていました｡彼の状態は慢性期にさしかかっていたので､身体面についてはさ

ほど大きな変化は見られませんでしたが、精神面では

痴呆症状がなくなり、ふつうに意志疎通が出来るようになりました｡一度在宅の様子を見る

べく彼等が住んでいた教会施設を訪ねたのが縁で､幾度か個人的に遊びに行きましたが､ほ

かで転地療養をすることとなり、ふっつりと消息が分からなくなってしまいました。ある日

何気なく新聞を読んでいると､社会面の片隅に彼の名前を見つけたので､詳しく読んでみた

ら訃報でした｡私はクリスチャンではないので知らなかったのですが､彼はタンザニアでは

高名な人物だったようです｡彼の死を悼み､いつも訓練に付き添っていたシスターに手紙を

書くと、しばらくして彼女が病院に私を訪ねてきました｡時間をかけて相談したいことがあ

るということで､一般のタンザニア人が個人的相談を持ちかけて来るときは､ほぼ90％借金

の申込みという事が多いので､私はちょっと警戒しながら彼女の用件を聞きました｡すると

彼女は「私はOTになりたい。どうすればいいのか｡」と言うではありませんか！驚いて詳

細を聞くと、ずっと神父の介護に献身的にあたったので、その態度を教会に評価され､医療

機関に行くための奨励金を出してもらえることになったと話してくれました｡しかしタンザ

ニアには養護学校がないのでＰＴの学校を薦めると、「自分は手芸などが好きなので、活動

を使うOTの仕事をしたい｡」と言うのです。隣国のケニアにはあるので、教会に問い合わ

せることにしてその日は別れました｡私は借金の申し込みと勘違いしたことを恥じつつケニ

アの学校に資料請求をしました｡しかしここはアフリカ､待てど暮らせど返事はありません。

任期終了日は近づくし焦っていると、彼女が再びやってきました。少し暗い顔で､教会側は

問題ないけれど､直接の上司が彼女を妬んで妨害工作をするため､すんなり話が進まないと

嘆いていました。タンザニアは基本的には相互扶助の社会なのですが､お互い妬みあって足
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　　を引っ張り合うドロドロとした一一而も合わせ持っています｡彼女もその沼にはまってもがい

　　ているようでした。それでも「是非学びたい」と大変前向きでした。しかし、彼女の学歴を

　　間いて今度は私が暗い気持ちになりました。賛成校に行くには今一つ不十分だったのです。

　　やるだけはやってみようと､催促の手紙をケニアに送りましたが､ついに返事が来ないまま

　　任期終了日が間近となってしまいました｡十分対応もできず､とても中途半端な形で放り出

　　して帰国するようで心が痛みましたが、それも帰国準備の忙しさにまぎれてしまいました。

　　タンザニア出発一週間前の日曜日､まだ整理できていない大荷物の真ん中で呆然としている

　　ところに彼女はふと姿を現わしました｡ふつうの服装でおしゃれな帽子をかぶって｡通常は

　　シスターの服装以外見たことがなかったので理由を聞くと､結局上司とうまくいかず､周囲

　　と相談してシスターをやめることに決めたと語りました｡しかし奨学金の話はまだ続いてい

　　るので､学校の情報が入り次第教会に手続きをしに行くと占っていました｡私はケニアの学
ｌ　校の住所を教え、自分白身でもフォローするように勧めました。話が一一段落すると、彼女は

　　お別れのプレゼントをくれました。赤いＴシャツと、中国製の白いスニーカーで、どちらも

　　サイズはぴったりでした。「あなたは活動的だからこれがいいと思ったの。サイズは目分量

　　だけど、どう？」と聞かれたとき、思わず涙が溢れました。こんな細やかな観察眼を持った

　　ひとにOTになって欲しいと思いました｡そしてこの国にも、こんな人がいるんだと思うと、

　　亀の歩みでもいつかOTが生まれ､根付いていく気がしました。帰国後は以前の経験を生か

　　し、岡山県の老健で働き始めました。施設長の菅波先生率いるＡＭＤＡに在籍し、再び外地

　　でのチャレンジを夢見ています。新たなシスターとの出会いを信じて。

１

プレゼントを持って、普通の服で

訪ねてきてくれたシスター

国際医療協力　vol.20　N0.7　1997　41



Γ

一
一
－

ｉ

∇ 乙‾‾　第10回AMDA国際医療協力研究‾ぶijaj4‾‾〕

-

-・ｓ'‾

●

●

研突会肝り　犬脇　甲哉

開催|」時及場所:1997年６月26日（木）18 : 30 ～20 : 30

　　　　　　　　アイオス五反田ビル２階会議室

講演者及内容：　大谷敬子（AMDA､）

　　　　　　　　ザイール・カレヘ難民キャンブ医療プロジェクト

　　　　　　　　（Feeding centerでの活動）

報告内容:　　　1994年４月ルワンダ大統領機撃墜、内戦勃発、200万人が難民と

　　　　　　　　してザイール・タンザニアに流出。ザイールのゴマ・ブカブ・ウビラに

　　　　　　　　難民キャンプ設置

　　　　　　　　1994年９月～1996年10月カレヘキャンプで活動

Feeding Centerの活動内容

1）Feeding program の対象者

　　Therapeutic program : 重度栄養失調

　　Supp】ementary program : 中等度栄養失調

ヅUU出基準

　　Therapeutic program : 浮腫の消失

　　S卯plementary program : 身長・体重比80％以上

y Feeding program による治療の実施

　　キャンブからのレポートの提出を受けてＵＮＨＣＲがWFPを通して配給

　　粉ミルク、コーン・ソーイブレンド（トウモロコシ・大豆）、オイル、砂糖

　　Highenergy milk: 200～300kcal/kg（体重）

　　ビタミンＡ､Ｂ

　　抗回虫薬

　　対象：結核、授乳婦、３ヵ月間体重増加の見られない子供

４）栄養失調児のスクリーニングの実際

　　Growth monitoring check card を使用

　　CHW（community health worker）:1､000人に１人の割合で担当地区を持つ

　　衛生教育・予防注射・退院した子供たちの家庭訪問

癩その他の活動

　　Food basket monitoring : 食糧配給の公平性（均等性）のチェック

　　配給食料：トウモロコシの粒・豆・セスベン・オイル

　　　　　　4～5kg、一日あたり1､400－1､600kcal
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考察

　　　栄仔犬訓の割合は比較的少なかった、理由として食料が公平に斤き渡ってい九こと、

　　　キャンプの出入りが白山で周辺の部落の畑なとで難民が働けたこと､キャンプの入口

　　　よ辻札的少なかったことがあげられる｡Protein enerμy malnutr函onは１～２仮に多く

　　　よめられ、難民の中でも貧しく人工栄秀で育てられた孤児に多かった

　　　油訪米片食を末調理のまま渡すとテントに持って帰り家族に分けられ栄行夫謁見の栄

　　　行柚給にはならないため、調理しFeeding centerで食べさせるようにした。

　　　96年10HADFLによる内戦勃発による突然の活動中止が残念だった。

【質問】ＣＨＷはどういう基準で選ばれたか

【［日1答］ルワンダ人のA3ナースの資格を持つ人の中から選んだ。外来診療部門にはA1ナー

　　　　スを、入院部門にはA2ナースを選んだ。

【質問】Feedingセンターでは誰に対して教育を行っていたか。

【回答】住民特に母親

【質問】マラリアの治療に関して

【回答】治療方針に関してＵＮＨＣＲから指示があった。　１）クロロキン→２）ファンシダー

　　　　ル→３）キニーネの順で治療した
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一医学教育裏ばなし（3）野性の食卓?!－

　うだるような暑さが続いていた栃木ですが､今日は久しぶりの雨です｡大学は試験期間に

入り、学生も勉強に頑張る人、情報収集に血道を士げる人、試験のヤマにかけるギャンブ

ラーと、それぞれに日々を過ごしているようです。

　今年の医動物学実習は［生の材料に触れてもらう］のがコンセプト。準備する方は生のサ

バを探して魚屋さんに電話をかけまくったり（アニサキス1）を探すため）、椋鳥の糞を集め

る（椋鳥住血吸虫2）の虫卵を見る）ために、夕方ねぐらに婦るムクドリの群を車で追いか

けたりにれは結局見失ってしまいましたが）、「ホントに医学部なんですかぁ？」と言いた

くなるような日々が続きました。あるお天気のいい日、私が言いつけられた仕事は「今日の

実習に使うタニシとザリガニを取ってきてくれる？」。この手の仕事は決して嫌いじやない

私｡うきうきとバケツとピンセットを持ち出し､途中で魚取り用網まで買って最寄りの田ん

ぼへ向かったのでした｡わた雲の浮かぶ青い空､風にそよそよと揺れる稲の若葉の間に水し

ぶきをあげて跳ねていくザリガニやひげを振り振り這っているタニシ汀ラボより田んぼ」な

んて言いながら、網を振り回し、狩猟本能の赴くままに、数だけは確保したかな、と持ち

婦ったのでしたが､実習も終わって、見るとたくさん余っています。どうしたものかとバケ

ツをのぞき込んでいると「なあ、…これって…食べれるんじやないか？」と後ろでつぶやい

たのは､信州人のＭ先生。その一言で哀れなザリガニとタニシの運命は決まったのでした。

　２日後のお昼時､「泥を吐かせた」ザリガニとタニシをゆでるべく鍋一杯のお湯がわいてい

ます｡自分の運命を知ってか知らずか、ざるの中で跳ねているザリガニをひと思いに鍋にあ

けるとたちまちザリガニは赤くなってゆで上がります｡次はタニシ。これもぴったり殼を閉　　●

めたままでゆであがりました。いよいよ食事の時間です。まず、ザリガニ。殼をむいたとこ

ろはエビそっくり。口の中に入れると、泥臭さが広がりますが、昧はまずまず。戦後の食糧

難のころ輸入したというのがうなずけます｡続いてタニシ。これは古くから各地で郷土料理

の食材として用いられてきた由緒正しい食料ですが､しこしこした噛みごたえがあるだけで

昧はほとんどありません。「ヘー、けっこういけるじゃない｡」「ザリガニはチリソースがい

いかな｡」「タニシは砂糖醤油で煮付けるといいですねぇ｡」なんて、食卓を囲んでいたうち

はよかったのですが…。

　午後になると、胃のあたりが痛みだしてきました｡夕方頃になっても痛みがおさまる気配

はありません。おそるおそる、今回の「プロジェクト委員長JM先生に聞いてみました。「い

やぁ、昼過ぎからどうも腹の調子が悪くてなぁ…そういえば､近所のおばちゃんが農薬散布

したとか言ってたなぁ｡」
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注1）アニサキス：もともとはクジラやイルカに寄生する。幼虫はサバ、ニシン、スルメイ

　　　カなどに隠れていて（焼いたニシンの内蔵をよく見ると小さな蚊取線香みたいに丸

　　　まったのがいます）ヒトが誤って食べると激しい痛みをおこす。でも、ヒトの体内で

　　　は成虫になれない。

注2）椋鳥住血吸虫（Gigantobilharzia stumiae）:もともとはムクドリなどに寄生する仕度

　　　吸虫｡水の中に泳いでいるセルカリアという幼虫がヒトに間違って侵入すると皮膚炎

　　　をおこす。蛇足だが、ヒトには日本住血吸虫（アジアが主）、マンソン住血吸虫（南

　　　米、アフリカが主）、ビルハルツ住血吸虫（アフリカ、中近東が主）、が寄生する。

２３　１０版

キ
ワ
ニ
ス
大
阪
貝
を
受

賞
し
た
安
藤
忠
雄
さ
ん

ど
と
い
う
。

　
　
　
安
藤
さ
ん
は
「
い
た
だ
い
た
賞
金
で
、

　
　
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
文
化
的
な
貢
献

　
　
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
二
十
一
世
紀

　
　
を
支
え
る
世
界
の
こ
ど
も
た
ち
が
元
気
に

　
　
育
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
基
盤
を
つ
く
る
こ

　
　
と
が
私
た
ち
の
役
割
。
ま
た
、
建
築
家
と

　
　
し
て
、
建
築
が
完
成
し
た
後
も
い
ろ
い
ろ

な
形
で
か
か
わ
っ
て
い
く
必
要
性
も
感
じ

て
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
安
藤
さ
ん
は
よ
○
多
く
の
絵
本
を
ネ
パ

ー
ル
に
届
け
た
い
と
、
自
治
体
や
民
間
に

呼
び
・
か
け
て
い
る
。
連
絡
先
は
安
藤
忠
雄

建
築
研
究
所
（
こ
六
圭
二
七
五
・
上
一
四

八
）
ご

　
安
藤
さ
ん
は
副
賞
の
百
万
円
で
絵
本
を

買
い
、
ネ
パ
ー
ル
・
ブ
ト
ワ
ル
市
に
建
設

中
の
こ
ど
も
病
院
に
贈
る
予
定
だ
。

　
こ
ど
も
病
院
は
、
阪
神
火
震
災
で
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
の
途
上
国
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
救
援
へ
の
お
返
し
と
し
て
民
間
か
ら
の

募
金
を
基
に
、
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政

府
組
織
）
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
述

塵月

副
賞
で
ネ
パ
ー
ル
の
子
に
絵
本

E】　　　　面子犬S椚

　　１９９７年(平成９年)６月１３日

牛ワニス大阪賞

　
民
間
の
社
会
奉
仕
団
体
、
大
阪
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
五
年
に
一
度
、
大
阪
を
拠

点
に
日
本
文
化
の
向
上
、
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に
お
く
る
、
第
四
回
キ

ワ
ニ
ス
大
阪
賞
に
、
建
築
家
の
安
藤
忠
雄
さ
ん
（
�
）
が
選
ぱ
れ
た
。
授
賞
理
由
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
放
し
と
い
う
新
し
い
素
材
と
工
法
を
追
求
し
、
世
界
を
舞
台

に
活
躍
し
て
き
た
ほ
か
、
阪
神
大
震
災
で
は
「
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
運
動
を
通
し
て
、
被
災
地
に
二
十
五
万
本
の
緑
を
植
え
る
な
ど
の
震
災
復

興
に
貢
献
し
た
こ
と
な
ど
。
こ
れ
ま
で
国
立
民
族
学
博
物
館
顧
問
の
梅
棹
忠
夫
さ

ん
、
指
揮
者
の
朝
比
奈
隆
さ
ん
、
落
話
家
の
桂
米
朝
さ
ん
が
受
賞
し
て
い
る
。

Ｘ　　安藤忠雄さんが設計したネ

　　　パールのこども病院の模型

安
藤
忠
雄
さ
ん
が
受
賞

る
が
、
小
児
専
門
病
院
は
Ｉ
つ
し
か
な
い

国際医療協力　vol

絡
協
議
会
、
本
部
・
岡
山
市
）
な
ど
が
建
一

設
を
進
め
て
い
る
。
安
藤
さ
ん
は
そ
の
趣
。

旨
に
共
感
し
、
無
償
で
設
計
を
引
き
受
け

た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て

で
、
今
年
十
月
に
完
成
す
る
予
定
だ
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
と
、
ネ
パ
ー
ル
は
五
歳
禾

満
児
の
死
亡
率
が
日
本
の
約
二
十
倍
も
あ

.20 N0.7 1997 45



「

- /T;こ七万才学‘il!17，9j　刀吻

L . . j - - . -

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜■･=｡=｡======jJ=

。tAの爾弓ンチィア意識と行

動規範

-z lt･'g･-･゛Q r･ 9　〃

－

〃 〃 -

づ斤らyl阿T咋協力を推進するとき大切なことはヽ地力に住んでいることﾆの窓

．-‥．ア　ゴむ７=司7か=.ぺ･･.・7j終ら肘ないことである．それだけでｊ多くの市民の共感と行

ぞｰ=-'1‾y'一一優一jべ･-..:･一一1不ご･鴇ドぴある．なぜなら，多くの市民ことって大切なのは，自分たち

　　，　，　‥　　………¬7･
.，.';E･ｼ1郷協力を常に｢地域おこしとｉ際貢献jの視点で進

・＝～･ｒ-･=一一rF=J,.'-=9i,-f･
'｀7.1'-:::一希る51膠社会で大切なことは，｢:わかりやすさ.｣である。i｀わか

_‾'.･‾･･i'.･　　々バ･･‘･‥.-=j･･.･゜7･-91｡すぞヌカ玄．持珍性がない．わかりやすい価値観を共:珂すべきであ

　　　　♭
　　　－………-…………fリ………-=･一一t-7 礁一声郷ｔ｢冑族の今日の生活，家族の明日への希望｣で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　'-－‾゛て一男一条喫'一字？,゛？j- ' tj　　聊eら．ｔＳ恥　４- ｉ．'７Ｓ'坏I

　　　　　　　　　　　　‥　　　-……………･s -･.j-j='ヱ　？.｀!lf.･t'=ぷりぞり　!こりi戸万一．７'‾,２;:1娯･や7yﾎﾊﾟた,ｎ

　　　　‥＝　ｉ　　ｊ-－づ……77ガス　4廿思のコンセンサズぐ:，で“)Ｓか1.ハ，･j;い．

一 一 一 一 －　 － 　 － ･一々-､‥w'il　べ　ｇ少Jnボ弓ンテ.rア観を検証する絶好の機会である。徹底的な

　　｡･－。ｓやらモカ疹翻絡できる｡、日本全国から神戸を目指したボランティア

　.－　-一一･一一　，-,-ふ一大４々めた一語蚤商７怠ぶ　吊間パワーとしてのボランティアの;ざ知
･.･'.i'･-･.--･り･"'９．１．　１‾．-･．　゜｀ご･4T･.･･一一7｡一一j,゛Z一一s-JS O -41回　－

－ 一 一 　 ･ 一 一‥ 一 一 ‥
－－回心二　回尚不莞譜吠れているＮＰＯ法案は、まさに時貼を噂（いＱ。
　　　　　　　　Ｕ　　　　㎜㎜　　ｊ

-－

’●

゛●



１

ｆｌ

ｆｌ

ドー

． 』 ． ･ ● ． Ｌ ． ･

しご漂に･……:.、;･.711:’ラ’､.一子ィアiﾌﾞ.汪J.と.j、、個………7r一一j-
メ

J - ・

－

　　　　J.-ﾐ.･.jl･
. ●　J●㎜

7の侈･そi:lil '4･



①　工業団地の放置現象

②　地元の零細・小企業の多国籍化

　これはコインの裏表である。原因は経済のグローバル化のうねりが地方経済を飲み込ん

でいることである。多国篇企業といえばＩＢＭとかコカ・コーラと思っていたら、いつの

間にか、「おらが地元の零細・小企業が東南アジアや中国に進出して多国籍化」していた。

驚くべき社会変化であり環境の変化である。問題は誰が「おらが地元の零細・小企業が東

南アジアや中国に進出して多国籍化」を支援するのかといった時代の要請である。経済は

お金だけやり取りすれば万事解決といった単純な分野ではない。海外に進出する場合には

風俗習慣、社会システム、法律など熟知しなければビジネス展開が不成功に終わるトピッ

クが山ほどある。ビジネスに損をしてお金を捨ててくる覚悟ならすべてよし。しかし、自

分の家族や従業員を養っていくためには損はできない。利益を上げなくてはいけない。で

は東南アジアや中国で事業を成功させるための秘訣は何か。「違いは財産である」という

視点があるかどうかである。「違いは財産である」とは何か。一言でいえば「判断力」で

ある。「判断力」は人の属性である。即ち、違ったものの見方や考え方ができる人を財産

と思えるかどうか。これは現在の日本社会のあり方に対する基本的な変革を求めることに

なる。なぜなら、現在の日本社会では「違いはお荷物」であるから。教育は国家百年の計。

至言である。しかし、「おらが地元の零細・小企業が東南アジアや中国に進出して多国籍

化」はすでに進行形である。教育に期待はできない。しかし、何かに頼りたい。何かに期

待したい。現在の地方自治体で期待できるのは「国際交流課」である。なぜ「国際交流謀」

に期待できるのか。答えは１つ。「違いに興味を持つ人たち」が出入りしているからであ

る。「違いは財産」に最も近接している部門である。では「国際交流課」を「おらが地元

の零細・小企業が東南アジアや中国に進出して多国籍化」の救世主にするための秘策は何

か。次の３点である。

①　地方自治体の国際交流、国際協力そして国際ビジネスの国際複合戦略部門と位置付け

　　る。

②　職員構成を自治体職員、企業からの派遣者、在日外国人、ＮＧＯ・ＮＰＯからの派遣

　　者とする。

③　地方から世界への複合ネットワークを拡大、統括し活用する。

　　「国際交流課」は、とかく地方自治体財政緊縮時に予算削減の対象になりやすい。なぜ

なら「趣味の課」と見られているからである。即ち、「違いに興味を持つ人たち」は地方

自治体にとって利益を生む財産価値はないが、趣味の上品さを示せるアクセサリー的価値

があっただけという判断である。この判断は危険である。「おらが地元の零細・小企業が

東南アジアや中国に進出して多国籍化」の後方支援体制をぷったぎる思想である。「おら

が地元の零細・小企業。東南アジアや中国に進出して孤軍奮闘す」という結果になる。国

際貢献は人のためのみならず、ＮＧＯは地方自治体において草の根外務省の役割を果たす。

これが人道援助活動の御利益であり、国際貢献と地域起こしの合目的性のエッセンスであ

る。
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ＡＭＤＡ国際大学の提唱：人材養成の必要性

　現在ある大学および大学院では、国際協力や開発協力などの専門家養成が行われている。

註名必要なことである。しかし、もっと急務なのは非営利団体を運営するプロであり、現

湯で各種の専門家をコーディネートするプロである。日本が人道援助大国を目指すとする

ならば、優秀なコーディネーターの不足が決定的な悲劇となっている。ＡＭＤＡ国際大学

ｔ非営利団体の運営にはプロの存在が必要であり、プロとは生涯保証が必要だというこ

とを広く日本人に認識してもらうことになる。即ち、非営利団体は金銭に無縁な特別な人

たｰらが運営しているのでなく、世の中一般にある営利団体と同じくプロによって運営され

ているということである。

　「教育は国家百年の計、コーディネーター養成は10年の計」これを実現するのがＡＭＤ

Ａ国際大学である。

（プロフィール）

蒼波茂（すかなみ　しげる）

へＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）代表。

’972年、岡山大学医学郎・1977年、同大学院（公衆衛生）修了。1981年、膏波内科医院開業。1980年、アジア医学生国際会議

ｌ組織する。1984年にＡＭＤＡを組織、1991年には同国際医療情報センター（在日外国人医療）を設立。
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お
り
、
今
後
、
ア
フ
リ
カ
各
地
に
支
部
作
り
を
急
ぐ
。

　
拠
点
を
ウ
ガ
ン
ダ
と
し
た
理
由
は
、
①
9
0
年
代
に
入
っ
て

政
治
が
安
定
し
て
い
る
②
教
育
制
度
が
充
実
、
能
力
の
高
い

医
師
が
集
め
や
す
い
ー
－
な
ど
。
当
初
、
同
医
師
会
内
に
は

趣
旨
に
は
賛
同
す
る
も
の
の
、
「
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
医
師
数
が

十
分
で
は
な
い
う
え
、
エ
イ
ズ
大
量
発
生
も
あ
り
緊
急
支
援

組
織
は
難
し
い
」
と
実
現
性
に
疑
問
の
声
が
強
か
っ
た
。
し

か
し
、
若
い
医
師
を
中
心
に
「
い
つ
ま
で
も
援
助
を
受
け
る

だ
け
の
ア
フ
リ
カ
で
は
い
け
な
い
」
と
の
意
見
が
強
ま
り
昨

年
了
月
、
医
肺
団
結
成
に
合
意
し
た
。
　
【
小
倉
　
孝
保
】

内戦､飢餓

大量の難民

援
助
に
頼
ら
ず

「
地
元
住
民
で
」

　
東
ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
の
ウ
ガ
ン
ダ
医
師
会
（
ム
ウ
ィ

シ
ゲ
会
長
、
約
６
０
０
人
）
が
災
害
や
戦
争
の
際
、
先
進
諸

国
の
援
助
に
頼
ら
ず
ア
フ
リ
カ
人
自
身
で
医
師
団
を
派
遣
す

る
「
緊
急
援
助
の
た
め
の
多
国
籍
医
師
団
」
結
成
を
決
め
た
。

ア
ジ
ア
医
師
達
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
）

を
参
考
に
し
た
組
織
。
内
戦
や
飢
餓
で
大
量
の
難
民
が
発
生
、

欧
米
や
日
本
の
政
府
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
か
ら
援
助

を
受
け
る
こ
と
の
続
く
ア
フ
リ
カ
だ
が
、
「
援
助
を
受
け
る

側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
」
と
し
て
結
成
合
意
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
こ
の
動
き
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
全
面
協
力
す
る
こ
と
に
し
て
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ボランティア活動による

　　　　実践的インターネット教育

4r｀斑　77で一

・■I■■㎜

　［歴唇１インターネットの普及は目をみはるものがある。もはやリテラシーとなることは明

白丁言言ど考えらん，干の教育をどのようにするかが課題である。インターネットのワールド

匹ジヤいこう特性から，その教育は学外との関わりを避けられないと考える。

　工員言ニド言，情報ボランティアの形で社会活動に積極的に参加する実践的インターネット教

犀にづいて述ぺられている。

　］づｰ-フード〕インターネット，情報ボランティア，ホームページ，ワールドワイド，ＮＧＯ

工。ここぬに

　ゾンデ一一ネットは大学生にとって，今やリ

テラシーである。大学教育でインターネット

を教育することは必須になってきている。し

かし，あまりにも急激に普及したため，その

教育法は確定しているとは言えず，試行錯誤

の状態であると思われる。インターネットは

ワールドワイドである。従って，その教育法

もワールドワイドになるのが自然であると

考える。また，目的意識を強く持つことが学

習意欲につながる。このような考えから，積

雀的に学外に関係し，ボランティア活動を通

じて社会に多少とも貢献しながらインター

ネットの教育を行っている。

２．ボランティア活動

　次のボランティア活動を行っている。

　・ＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）のホ

　　ームページの作成。

　・岡山県高度情報化モデル実験ワーキン

　　ググループに参加

２．！ＡＭＤＡホームページの作成

　ＡＭＤＡとは岡山に本部がある医療ボラ

ンティア団体（代表：菅波茂）｀であり，国

内外の災害地に医師，看護婦などを派遣し災

害医療を行っている。また，責重な災害情報

などをインターネットのホームページで発

信している。世界的にも高い評価を受けてお

り国連認可のＮＧＯである。

　（hhttp://www.smd＆orjp）

図１ ＡＭＤＡホームページ

ＡＭＤＡのホームページ作成をボランティ

アで行っている。その理由として次のことが

上げられる。

（１）責重なコンテンツが豊富

　学生が持っているコンテンツは一般にあ

まり多くはない。従って，自分自身のホーム

ページを作成しても直ぐに行き詰まってし

まう。 ＡＭＤＡには世界から集った貴重な災

害情報や活動報告などコンテンツが豊富で

あり，学生たちの技術力を十分に発揮させる

ことが出来る。

SoichiONISKI : 岡山理科大学　総合情報学部数理情報学科　e-mai1:onlshi@mis.ous.ac.jp
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　リレ堡界的なＮＧＯの支援
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惣フフド:池登答7ヽ強い学習意欲,こ･つながる｡
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ク………ｙここｰ一一j一回y5･こレこ｡==.j’J7晋･に世界呻勢を理解す

ダこ犬=ﾄﾞ上回J ，

ﾚ41にぷームページ作成担当者の不足

ホームページを作成する専任者を置くこ

プ引尽で多=て　ｔと情報ボランティアもま

レly…………ぶｊ-．

　誦　-ペノターネソ沁乳用の調査研究

　ｌ‥-一一,-ぺ1･-一一乙｡･.j･のアクセス回数がかなり多

し………こごご　ホー-ムページの更新とアクセス回数

二,恚で.UJM系の調査が可能である。図２は１日

……=:しっ,='L:=平均ヒット(アクセス)数の平成８

２ ？Ｃ 月から平成９年２月にかけての変化で

＼l∧ごjiにそ｣や減ったが，１月には増加し

二八ミヅ｡1月中句からボランティア学生がホ

ー_1………こｰ一一ｼﾞ'･の更新作業に入った。も･っと経過

リレ回乙要はあるが，12月以降の増加はホー

・--=･--:｡l:更新の影響かもしれない。
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　Ｅ２　ＡＭＤＡホームページのヒット数

太后ｔが地元新聞社に評価され，紹介された。

ヅン,ｒミこ取り上げられることにより，学生

;;二見;こそﾌ)重要性を認識した。技術力向上に

゛……≒……す'ぞと共に，後継者の養成のため学生ク

ザぐ……=S_･i;7織＿後輩の指導もしている。
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　図３　山陽新聞平成９年４月19日記事

２．２岡山県高度情報化モデル実験に参加

　岡山県は情報ハイウェイ構想のもとに平

茨８年度より高度情報化モデル実験を推進

一ている。モデル実験の多くのテーマは公募

こより採択されたものである。その一つに

　「ボランティアによるホームページ作成支

援システムの構築」をテーマとするワーキン

ググループ（略称Netv）があり，その活動

に学生を参加させている。Netvは岡山県に

インターネットを普及させることを目標に

様々な活動をしており，「ホームページ作成

セミナー」もその一つである。学生はセミナ

ーの助手役をしている。人に教えることによ

り自身の理解の不足を知ることができる。ま

た，本活動を通じて人とのつながりもでき，

人間的に幅広く成長することが期待できる。

3.課題

　学生たちが24時間自由に使用でき，また

快適にインターネットが利用できる環境の

整備が望まれる。

４．謝辞

　本実践的教育は，岡山理科大学の北川，浅

山，柳，各先生，山陽学園大学の片岡先生，

ＡＭＤＡの苛波代表，山本副代表，沢田医師，

竹林さん，ボランティアの片山，井上さん，

岡山インターネットクラブの滝渾代表，飛岡

医師，岸本さん，地元プロバイダー（晴れの

国ネット）の安東局長，馬場さん，NetfVの

メンバー，本学学生の坂井君，その他多くの

人たちの協力のもとに支えられている。

　ここに感謝の意を表す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主婦　井上　明美

　ＡＭＤＡ会員の皆さん、はじめまして。

　私は、小さな会社を経営している主人と、その会社で慟いている息子と、大学３

年生の娘のいる家庭の極平凡な主婦です。

　そういう私がある日テレビ報道にクギ付けになったのは、あの痛ましい阪神大雲

災だったのです。とめどもなく涙が溢れ、今すぐ現地に行って「何か皆さんのお役

に立ちたい」そういう衝動に駆られました。でもどうすればいいの、どうやって現

地に行けるの？…

　いろいろ考えても、自分ひとりの力ではどうすることも出来ない。無力感だけが

つのる日々でした。そうした中、黒住教さんの炊き出しの募集を見たのです。これ

だ！と思い、友達を誘って参加しました。

　その後、阪神大賞災総括フォーラムに参加する機会を得ました。それが私と

ＡＭＤＡとの出会いです｡AMDAに出始めた頃の私は何か場違いな気がして不安でし

たが、スタッフの皆さんの暖かい人間性に触れる度に不安も吹き飛び、心地よい時

間を過ごすことができるようになりました。

　ＡＭＤＡではいろいろな経験をさせて頂いています｡事務局でのお手伝いの他にも、

第１回ＡＭＤＡ国際フォーラム『健康と貧困』、ＮＧＯサミット、ボスニアやロシア／

サハ医師団の歓送迎会、『カンボジアエイド』有森裕子さんとともに、等々のイベン

トのお手伝いもしました。英会話が出来ない私ですが、片言の単語と身振り手ぶり

で、諸外国の方達と接することができ、主婦の私には新鮮なことばかりでした。ま

だ僅かですが、国や文化の違いを超越した「人類愛に満ちたＡＭＤＡの活動」に参

加できる喜びは充実感も昧わえるし、世界平和への一助になることを確信していま

す。

　最後になりましたが、いつも私にボランティア活動の場所を与えて下さる事務局

の皆さんにお礼を申し上げます。これからもよろしくお願いいたします。

戸 ●

　
・

－
到
！
－
１

■６月ボランティア参加者

秋田ゆかり

＃Ｌ　明美

小野　高宏

窪田　　暁

竹原　弘記

前原　りか

矢吹　友理

求人ジャーナル

荒武　俊子

井上智香子

小野田真弓

黒瀬美砂子

田代　寿安

三島　貴博

山寄　将臣

安藤　次朗

井上　稚登

笠原　達哉

黒田　純代

寺坂　真人

水野晋太郎

求人タイムス

老人保健施設　すこやか苑　人苑者

翻訳ボランティア

黒崎　光子

飯島　恵美

入江　育代

片岡　清香

小見山奈美子

服部　智

三原　祐二

井口　　博

植村るみ子

片岡　弘子

後藤　豊実

藤井　逸子

三原　洋一

　　　　東京女子大学同窓会

老人保健施設　すこやか苑デイケア通所者

諏原日出夫　　　中村　　静　　　沼田　和子
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井口　恵子

大野　　仁

金子　弥生

佐藤　麻美

藤野憲一

宮田　啓介

石川　静イ

大原　寛子

木村真智了･

杉本　　弓

本郷　順子

安田　朝里
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アフガニスタン難民

居住区内にて

水の配給を持つ人々

アフガニスタン難民

居住区内にて

学校に行けないため、

自分たちでコーラン

の勉強をする少女

診療を受けるため、

クリニックの前に集

まった人々
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し
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で
紹
介
し
ま
す
。

日
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　暑中お見舞い中し上げます､7月初めの集中豪雨は日本各地に大きな按害をもたらしまし

たが、会員の皆様はお変わりありませんか。被災者の皆様にお見舞申し目ずます｡

　ＡＭＤＡ事務局からはおめでたいニュースをお知らせします。

AMDAインターナショナル事務局長フローレスさんと､3月までニの事務局便りを潜いてい

た、元事務局員の片山新子さんの結婚式が12日にフィリピンで執り行われました。田原貞

献で結ばれたお二人を心より祝福いたします。おめでとうございます。

　また､中西政文さんと奥田有希子さんが新しい事務局員として､プロジェクトとインター

ネットを担当することになりました。また次号で自己紹介をしていただきます。

　７月５目より1週間行われたＮＧＯカレッジが盛会のうちに閉会しました。応鈴者多数の中

から抽選で受講された方々は、学生、企業関係者、ＮＧＯ職員、海外援助活動経験者、そし

て国際協力活動模索中の人々等さまざまでしたが､みなさん非常に熱心で､講義後の質問も

次々と出され､20分の質問時間は毎回超過し､廊下でまでも順番待ちで講帥の先生方に質問

する姿が見られたほどでした。また､講義を間くだけでなく、6つのプロジェクトに分かれ、

実際自分達でプロジェクトを調査､計画､実施していくというシュミレーションが行われま

したが､どのプロジェクトグループも白熱した討論が行われ､それが深夜まで続くといった

毎日でもありました｡そしてみなさん各々が満足のいく収穫を得て､開会式に臨まれました。

受講者の方々からは、「営利社会、競争社会とは無縁の国際協力の社会を知って人生観が変

わりました｡」「遠い世界のことと

思っていたが、自分の地域での取

り組みがそのまま海外で反映でき

るという後方支援活動を知り、国

際協力が手の届く身近なものにな

りました｡」との感想が聞かれま

した。この後、海外スタディツ

アーとしてバングラデシュでの実

践の研修も行われます。

　『手の届く国際協力』を知って

いただけたことは､ＡＭＤＡにとっ。

ても今回のＮＧＯカレッジ開講の

意義があったと言えるでしょう。ﾔ

　岡山県でも国際貢献ボランティ

ア養成講座が開催される予定で

す。　　　　　　　　　　　……
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　　以下の方々にご協力いただいています。ありがとうございます。（順不同敬称略、除く会員、６月末現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四鯉ヨ

個人　森明男、相馬久子、清水茂美、ジャムシディ　ジャムシッド、ミラー　エリザベス、瀬戸幸子、加藤豊子、

山名克巳、ハ重橋美喜、乙幡和雄・義子、松井恵子、牧野節子、坂田楽、佐藤光子、竹内七郎、海野尚久、刈野貞、

奥山巌雄、井上美由紀、岩淵千利、大多和清美、秋田美乃枝、浜京子、松木豊、佐藤昌子、ジル　ジｪｨｺﾌﾞｿﾝ、

松井翼、岡島隆子、鶴田光子、富岡宏乃、新倉美佐子、伊藤翼由美、平井敬一、菅野真美

団体　第一電工（株）、晃華学園暁星幼稚園、山田皮膚科医院、田宮クリニック産科・婦人科、オカダ外科医院、

高橋クリニック、小林国際クリニック募金箱、黒沢クリニック、いずみの会、耳鼻咽喉科早川医院、

サンタマリアスクール、（有）フラワーオート、聖マルコ教会、目白聖公会、東京聖マリヤ教会、三光教会、

聖パウロ教会、小金井聖公会、東京聖テモテ教会、東京聖十字教会、聖アンデレ教会、

神田キリスト教会、葛飾茨十字教会、聖ルカ礼拝堂、日本聖公会東京教区、（株）エスオーエスジャパン、

高岡クリニック、高岡クリニック募金箱、仁愛医院募金箱、藤田クリニック、興和新薬（株）、

三共（株）・グラクソ三共（株）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（お名前を掲載しない方10名）

大阪府国際交流財団（国際交流リーディング事業）、（財）電気通信普及財団（福祉、文化事業援助金）

　　　　　　　ライオンズクラプ･チャリティーファンド（両親学級開催経費助成）

ご寄付のお願い　当センターは寄付などにより運営されています。おいくらからでも結構です。

　ご支援よろしくお願い申し上げます。

会員募集　精神的，経済的に援助して下さる会員の方を募集しております。

　　酋舎ンターはＡＭＤＡ（本部員山）とは会計がjlのため，独立した会員制度を設けております。

　　j4Ma4掌摩の奏薦で以ございませ,4,ので，右犀遊,えのないようおーいいた1.£y7.

　会費：個人会員　10　6,000円　／　団体会員　1020,000円

　　　　学生会員（高校，大学，専門学校生）　10　2,000円

　　　　ｼﾞｭﾆｱ会員（中学生以下）　　　　　　　10　1,000円

　４月より翌年３月までを１年間とする。何口でもけっこうです。

広告募集　年間12万円

以上詳細はセンター束京（03-5285-8086）までお問い合わせ下さい。ご協力をお待ちしております。

郵便振替ｔ００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

蒼々£7�ぐ広差寿のみ夕：さくら銀行桜新町支店　普通５３８５．７１６

　　　　　　　　　　　　　口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　所長　小林米幸

　　一F10WERAUTO

.ぶごこ?:;こ｡。

;ここぶにぷヅご言言’

　　舎舎舎舎舎好評発売中舎舎舎舎舎

　　「１１ケ国語診察補助表」

　　9ケ国語対応「服薬指導の本./

　　各5,250円（消費税込み送料別）

お申し込みは:AMDA国際医療情報センター

東京事務局酋03-5285-8086

国際医療協力　vol.20　N0.7　1997　5］



ｉ

ｎＦﾚｓＵＰＰＯＲﾀﾞＴ．　･Ｙ:ｏＵ

世界への格安国.際航空券手配と販売
英語S.｡X.6ｲｙｌ､-ﾀ･穿.9ﾀﾞ語､一一ﾀ4.翫傭一華I､'.ぺ､ンljS･語、
11y￥i -j･嵐≒.6iMｳ'嘉;・i一員､]インl!4シす籐､ﾓjﾋ京s

上海i、忿東語、細一匍;客家ij･4ﾙ.ｼ？鵬jミャン・l一語、

アラ１ン語、フランス語、日水語、２２言語に・js

一

●

●

･ぷぷ&詞霖ににｹ血誂:
幼r一男叫曹吼漕慌

医療法人社団
三好耳鼻糾科ｸﾘﾆヽｼﾞｸ

霖I三好　彰
晏981-31仙台市泉区泉中央１－２３－６

　　ミナヨイ　ミ　ヨシサン２－３７４－３４４３

２－３７８－３８８６

　　　　　　　　　　ヨタ●イ　ｌ
酋０２２－３７４－３

循環器科・内科・心臓血管外科

－!iL　医療法人社団zai

北光循環器病院

　　　理事長　太田茂樹

　　〒065札幌市東区北27粂東8丁目

　TEL 01 1 -722-1 1 33 FAX 01 1 -722-0501

条消化器科・外科・小児科条

Kobayashi　lnternationa1　Clinic

小林国際医院

診療時間：　平日

休診日

月曜日～金曜日で

9:15～12:00/ 14:00～17:00

　土曜日

9:15～13:00

水曜日、日曜日、祝祭日

昔 ０４６２－６３－１３８０

　神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110

　　　　小田急江ノ路線・鶴間駅下車徒歩４分

58　国際医療協力　vol.20　N0.7　1997



-

　
　
　
　
　
　
　
奢

　
　
　
　
　
　
　
●

－
－

－
一
一
一一
一

一

●

7内科（老人料） 建学診療科ﾌ

●入院のお間L4せ－TEL.0428(24yj620(代表)

　　　　　院●大塚　宣　夫

大鵬薬品工業株式会社

〒101東京都千代田区神田錦町1-27

外科　整形外科　形成外科　脳神経外科

肛門科　内科　泌尿器科

一献一重泉金

町谷原病院
〒194紅鶴鉢植1523

限会社

リー薬局

リー薬局

リー薬局

十字路薬局

セリー薬局

アミー薬局

マオー薬局

110427-95-1668

都商会

･ . J ･ ● ｀ ･ 1 ･ ●

○ Ｂ

産
／

婦人科▽ﾄﾞｰ･=7……jO･療内科｡!｡'｀'‘‘y

G Y N/P.･y｡c: H O 1T/MtRAPY

':…………§l剔lﾉ木でｸ号どｹﾞｸjし7万…………=

　ISEZAI(|讐OIENI S CLtNIC'

．．．．　　．‥‥‥　‥　‥‥･･，一･･呪‥‥‥‥‥　　‥
尋-i411横震市中ぱ=伊幼佐水面ｉ -ｌ ｏ 了

　　　　K.ピル伊勢佐木２階

　　　ｎ０４５（２ ５ １ ）８６２２

内科・理学診痩科
福川内丿科
クリニック

　東成区東小橋３－１８－３
　(住友銀行鶴嘴支店前)ﾎﾟﾝｸﾞｰﾋﾞﾙ4F　�974－2338･

内科　　消化器科

精神科　理学診療科

◆人間ドック　企業健診◆

整形外科 神経内科

〒193　東京都八王子市椚田町583-15

　　　　　酋0426-614108

唇214川崎市多摩区宿河原2-31-3

　　　a044-933-0207

唇214川崎市多摩区菅6-13-4

　　　　S044-945-7007

唇214川崎市多摩区南生田7-20-2

　　　　S044-900-2170

唇211川崎市中原区小杉御殿町2-96

　　　　a044-722-1156

�216川崎市宮前区有馬5-18-22

　　　　S044-854-9131

唇242大和市西鶴間3-5-6-114

　　　　S0462-64-938 1

唇242大和市中央5-4-24酋０４６２-６３-１６１
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　日本では「ハンセン病」の新発生は、ほとんど見られな

くなりましたが､東南アジアをはじめとする発展途上国に

は、まだ多くの患者がみられます。また、らい予防法廃止

に伴いハンセン病の診療は一般病院でも行うことになりま

した。「世界に目を向けた医学のために」「未解決の分野の

多いハンセン病医学の将来のために」多くの皆さんの参加

を願って､「ハンセン病医学夏期大学講座（基礎･臨床）」を

下記により開講します。

　多数の参加を希望します。

H
　
N 期

場

聞

所

　　　　　　記

平成９年８月25日(月)～８月29日(金)

国立療養所多磨全生園　研修棟

国立感染症研究所ハンセン病研究センター

３．対　象　医学部・歯学部・看護学生、医師、歯科医師、

　　　　　　看護婦、その他の医療関係者

４．講　師　国立療養所、関係大学、国立感染症研究所

　　　　　　ハンセン病研究センター、他

５．受講科　無　科

　　　　　　(無料の宿泊施設あります)

　＊詳細は下記にお問い合わせ下さい。

　〒189東京都東村山市青葉町４丁目２番１号

国立感染症研究所ハンセン病研究センター

　　　　　夏期大学講座実行委員会

　　　　TEL.0423 －91 －821 1

　　　　FAX.0423 －94 －9092
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　　　　　　　　　　　　お知らせ

会費、ご寄付、その他ご購人のための振込口座を下記銀行にも設けました。

従来の郵便局の口座かいずれかをご利用下さい。

中国銀行一宮支店（普通）

第一勧業銀行岡山支店（普通）

口座番号　１２７２０１１

口座番号　１８１６９４７

口座名　AMDA

口座名　AMDA

■AMDA入会の手続きについて

　左側にとじてある郵便振替用紙に入会希望と明記し、所定の年会費を納入して下さい。
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